
上
総
国
望
陀
郡
大
谷
村
に
お
け
る
加
持
・
祈
祷

雨
乞
・
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
を
中
心
に

山
　
本
　
光
　
正

は
じ
め
に

一　
雨
　
乞

二
　
神
　
楽

三
　
虫
加
持
と
庖
瘡
加
持

お

わ
り
に

上総国望陀郡大谷村における加持・祈祷

論

文

要

旨

　
本
稿
は
上
総
国
の
一
農
村
（
望
陀
郡
大
谷
村
現
千
葉
県
君
津
市
）
の
生
活
を
描
き
出
そ
う
と

す
る
試
み
の
一
つ
で
、
こ
こ
で
は
人
の
力
の
及
ば
ぬ
時
の
神
仏
へ
の
祈
り
、
呪
術
的
行
為
に
つ

い
て

述
べ
た
。
右
の
行
為
の
一
端
を
明
か
に
す
る
素
材
と
し
て
、
本
稿
で
は
雨
乞
・
虫
加
持
・

庖
瘡
加
持
を
取
り
上
げ
た
。
天
災
と
病
気
に
対
す
る
加
持
祈
祷
で
あ
る
。

　
大
谷
村
は
久
留
里
藩
領
黒
田
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
藩
領
全
域
に
関
わ
る
雨
乞
は
現
在

の

と
こ
ろ
近
世
後
期
の
も
の
が
若
干
残
る
程
度
で
、
本
稿
は
主
と
し
て
大
谷
村
の
名
主
の
家
に

残

る
日
記
を
も
と
に
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
雨
乞
と
虫
・
庖
瘡
加
持
を
追
っ
て
み
た
。

　
久
留
里
藩
領
に
お
け
る
雨
乞
は
基
本
的
に
は
藩
領
各
村
が
独
自
に
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
契
機
・
核
に
な
っ
た
の
は
藩
主
の
雨
乞
で
あ
っ
た
。
大
谷
村
の
雨
乞
行
事
は
若
者
組
の
神

楽
を
中
心
に
百
万
遍
や
村
内
・
近
隣
社
寺
へ
の
参
拝
を
行
っ
た
が
、
近
代
に
至
り
藩
主
と
い
う

核
が
失
わ
れ
る
と
「
日
の
丸
」
の
旗
を
揚
げ
て
み
た
り
す
る
な
ど
、
核
と
な
る
も
の
象
徴
と
な

る
も
の
を
模
策
し
て
い
る
ら
し
い
行
為
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
神
楽
の
舞
や
行
事

な
ど
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
当
時
流
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
や
村
人
が
好
ま
し
い

と
受
け
と
っ
た
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
近
世
に
も
み
ら
れ
る
が
、

近
代

に
入
っ
て
そ
の
変
容
は
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
　
つ
と
し
て
行
事
が
娯
楽

化

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
演
じ
る
側
観
る
側
共
に
、
よ
り
面
白
い
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う

と
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
但
し
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
に
関
し
て
は
、
大
谷
村
の
持
明
院
に
独
得
の
祈
祷
法
ま
た
は
薬
が
伝

わ

っ

て

い

た
ら
し
く
、
村
外
の
人
々
も
加
持
を
受
け
に
来
村
し
て
い
る
。
村
内
に
庖
瘡
加
持

が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
慶
応
元
年
村
内
に
庖
瘡
が
流
行
し
子
供
達
が
感
染
す
る
と
、
持
明
院

の
加
持

は
無
視
さ
れ
、
若
者
組
の
神
楽
と
庖
瘡
棚
を
中
心
と
し
た
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
天

災
・
病
気
い
ず
れ
に
し
ろ
祈
祷
の
中
心
を
な
す
も
の
は
若
者
組
に
よ
る
神
楽
で
あ
っ
た
。

神
楽
は
一
時
期
中
断
し
た
も
の
の
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
前

述
の

よ
う
に
近
代
に
入
っ
て
か
ら
大
き
な
変
化
を
と
げ
て
い
る
。
久
留
里
藩
領
の
村
ま
た
は

久
留
里
周
辺
地
域
の
村
々
が
ど
の
程
度
神
楽
を
行
っ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
神
楽
が
村

落
内
に
お
け
る
諸
行
事
を
見
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
同
時
に
、
村
内
に
お
け
る
秩
序

を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
窮
う
こ
と
が
で
き
る
。

79



国立歴史民俗博物館研究報告　第70集（1997）

は
じ
め
に

　
本

稿
は
上
総
国
望
陀
郡
大
谷
村
（
現
千
葉
県
君
津
市
）
に
お
け
る
近
世
か
ら
近
代

に

至

る
雨
乞
行
事
と
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は

大
谷
村
の
朝
生
家
に
残
る
日
記
を
も
と
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
一
農
村
の

生
活
を
描
い
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　
雨

乞
や
病
気
に
関
す
る
加
持
祈
祷
の
研
究
に
つ
い
て
は
民
俗
学
の
分
野
に
多
く
の

蓄
積
が
あ
る
が
、
本
稿
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ

る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、
大
谷
村
の
中
で
多
く
の
行
事
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
実
施

さ
れ
、
村
落
生
活
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
に
目
的
を
置
い
て

い

る
。
但
し
一
村
の
生
活
を
描
き
出
す
試
み
と
い
っ
て
も
そ
の
作
業
を
始
め
た
ば
か

り
で
あ
り
本
稿
で
結
論
を
記
せ
る
状
態
で
は
な
い
。

　
人

の

力
で
は
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
事
態
に
直
面
し
た
時
、
古
く
よ
り
人
々

は

神
仏
に
祈
り
そ
の
加
護
を
求
め
た
り
、
占
や
易
に
頼
る
な
ど
し
た
。
本
稿
で
取
り

上
げ

る
加
持
祈
祷
も
勿
論
そ
う
し
た
行
為
の
一
つ
で
あ
り
、
少
く
と
も
近
代
ま
で
は

祈

祷
、
ト
笠
は
生
活
の
か
な
り
内
部
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
。
旧
家
調
査
の
際
に

家
相
の
図
や
病
気
平
癒
の
呪
文
、
禁
忌
の
行
為
な
ど
を
記
し
た
も
の
を
よ
く
見
か
け

る
し
、
本
稿
で
使
用
す
る
日
記
の
筆
者
も
加
持
祈
祷
に
依
存
し
た
り
、
易
を
利
用
し

た
り
し
て
い
る
。

　
神
仏
な
ど
に
頼
る
場
合
、
単
に
祈
り
を
捧
げ
る
だ
け
の
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、

歌
舞
音
曲
な
ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
神
仏
に
捧
げ
る
舞
や
演
奏
は
本
来
神
聖
な

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
次
第
に
娯
楽
的
な
要
素
が
強
く
な
る
場
合
も
あ
り
、
芸
能

・

見
世
物
の
よ
う
に
変
質
し
て
い
く
一
面
を
み
せ
る
。
こ
う
し
た
行
事
は
時
と
し
て

伝
統

芸
能
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
大
谷
村
の
場
合
も
加
持
祈
祷
の
中
心
を
な

す
神
楽
等
が
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
く
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本

稿
が
対
象
と
す
る
上
総
国
望
陀
郡
大
谷
村
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
そ
の
概
要
を
発

表

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
本
論
の
便
の
た
め
簡
単
に
大
谷
村
に
つ
い
て
述

べ
て

お
く
。

　
大
谷
村

は
近
世
に
あ
っ
て
は
久
留
里
藩
領
下
の
城
付
村
で
、
本
稿
が
主
と
し
て
扱

う
時
代
は
里
…
田
氏
の
支
配
で
あ
っ
た
。
城
下
町
よ
り
東
へ
徒
歩
四
～
五
〇
分
程
の
山

間
に
位
置
し
、
集
落
は
ほ
ぼ
村
内
を
貫
通
す
る
道
に
沿
っ
て
発
達
し
道
の
東
側
に
平

行
し
て
小
櫃
川
の
支
流
御
腹
川
が
流
れ
て
い
る
。

　
本
稿

は
主
と
し
て
大
谷
村
の
名
主
を
勤
め
る
家
柄
の
朝
生
家
に
残
さ
れ
た
日
記
に

よ
っ
て
い
る
が
、
日
記
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
明
治
二
六
年
ま
で
残
さ
れ

て

い

る
も
の
の
、
毎
年
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
一
月
か
ら

一
二

月
ま
で
完
備
し
た
も
の
は
現
存
し
な
い
。
こ
れ
は
日
記
の
保
存
状
態
に
よ
る
も

の

で
、
本
来
は
欠
け
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
記
は
前
欠

・

中
欠
・
後
欠
の
も
の
も
あ
り
表
紙
の
欠
け
て
い
る
も
の
は
日
記
の
表
題
は
不
明
で

あ
る
が
、
概
ね
「
子
年
日
記
」
「
丑
年
日
記
」
と
十
二
支
を
冠
し
て
あ
る
。
し
か
し

本
稿
に

お
い
て
は
便
宜
上
「
朝
生
家
日
記
」
に
統
一
し
て
お
く
。

　
現
存
す
る
日
記
の
う
ち
近
世
の
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
現
在
年
号
不
詳
の

も
の
で
あ
っ
て
も
、
今
後
日
記
の
読
み
込
み
に
よ
り
年
代
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
が

で
て

く
る
可
能
性
が
大
き
い
。
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○

安
政

四
年
九
月
一
二
日
～
一
二
月
二
〇
日

○

安
政
五
年
一
月
二
八
日
～
五
月
二
五
日
・
六
月
八
日
～
＝
一
月
三
〇
日

○

安
政
六

年
三
月
二
九
日
～
六
月
＝
日

○

文
久
元
年
五
月
二
七
日
～
一
一
月
一
五
日
・
一
一
月
一
六
日
～
一
二
月
三
〇
日

○

元

治
元
年
七
月
一
日
～
一
〇
月
八
日
・
一
〇
月
一
八
日
～
一
二
月
二
七
日

○

慶
応
元
年
一
〇
月
一
七
日
～
一
一
月
三
〇
日

○

慶
応
二
年
一
月
一
日
～
三
月
一
九
日
・
八
月
一
七
日
～
＝
月
二
〇
日

○

慶
応
三

年
一
月
一
日
～
二
月
一
一
日
・
八
月
四
日
～
一
二
月
二
二
日

安
政
四
年
・
明
治
一
九
年
の
家
族
構
成
を
参
考
の
た
め
次
に
掲
げ
て
お
く
。

○

安
政
四
年
の
家
族
構
成

二長長同当母父
男女男妻主

八
兵
衛

　
六

六
歳

か

　
ん
　
六
五
歳

八
郎
兵
衛
四
七
歳

も
　
と
　
三
九
歳

卯

之
助
　
二
〇
歳

そ
　
め
　
一
六
歳

熊

治
郎
　
一
〇
歳

○

明
治
一
九
年

　
祖
父

　
八
兵
衛
　
七
六
歳

　
祖
母

　
も
　
と
　
六
八
歳

　
父
　
　
八
郎
兵
衛
四
九
歳

　
母

　
　
よ
　
ね
　
四
八
歳

（安
政
四
年
の
八
郎
兵
衛
）

（安
政

四
年
の
卯
之
助
）

　
　
当
主
　
忠
　
八
　
二
八
歳

　
　

同
妻
　
り
　
ん
　
二
〇
歳

　
　

長
女
　
キ
　
ク
　
八
歳

　
　
長

男
　
栄
　
　
　
四
歳

　
朝
生
家
に
お
い
て
は
卯
之
助
の
代
ま
で
は
家
を
継
ぐ
と
八
郎
兵
衛
を
名
乗
り
、
隠

居

し
た
も
の
は
八
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
る
。
「
朝
生
家
日
記
」
は
安
政
四
年
段
階
の

当
主
で
あ
る
八
郎
兵
衛
か
ら
そ
の
孫
忠
八
ま
で
三
代
に
渡
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

一　
雨
　
乞

日
近

世
に
お
け
る
雨
乞

　
農
耕
社
会
に
お
け
る
最
大
関
心
事
の
一
つ
は
農
作
物
の
成
育
に
と
っ
て
必
要
な
水

の

問
題
で
あ
ろ
う
。
古
く
よ
り
水
を
得
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
土
木
工
事
が
実
施
さ
れ

て

き
た
が
、
一
方
で
は
こ
う
し
た
水
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
各
地
で
紛
争
が
生
じ
て
い

る
。　

水

を
確
保
す
る
た
め
の
方
法
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
房

総
半
島
中
央
部
か
ら
江
戸
内
湾
に
注
ぐ
養
老
川
に
お
い
て
は
藤
原
式
揚
水
機
や
板
羽

目
堰
な
ど
が
あ
る
。
藤
原
式
揚
水
機
は
養
老
川
独
自
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
水
車
の
原
理
を
利
用
し
て
台
地
の
下
を
流
れ
る
川
の
水
を
汲
み
上
げ
る
も
の
で

　
　
　
　
あ
り
、
板
羽
目
堰
は
板
で
川
を
堰
止
め
、
増
水
時
な
ど
に
は
左
右
両
岸
の
横
桟
一
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
　

を
取
り
除
け
ば
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
ど
の
よ
う
に
人
事
を
尽
く
し
て
も
対
応
で
き
な
い
も
の
が
日
照
り
に
よ
る
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早
魅
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
時
に
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
の
が
神

仏

な
ど
に
降
雨
を
願
う
「
雨
乞
」
で
あ
る
。

　
民
俗
学

に
お
い
て
は
雨
乞
に
関
す
る
報
告
や
研
究
の
蓄
積
は
層
も
厚
く
、
特
に
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ベ

谷
重

夫
の
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
は
各
地
の
事
例
や
文
献
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
近
世
史
か
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
井
上
攻
氏
が
、

　
　
近

年
に
な
り
よ
う
や
く
年
中
行
事
・
休
日
を
め
ぐ
る
村
秩
序
の
問
題
と
し
て
、

　
　

ま
た
領
主
の
農
民
に
対
す
る
心
意
統
治
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
、
研
究
を
見

　
　
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
指
摘
し
、
研
究
を
深
化
さ
せ
る
に
し
て
も
事
例
研
究
が
少
な
く
、
さ
ら
に
雨
乞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ユ

関
し
て
の
具
体
的
記
述
の
あ
る
史
料
も
少
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
秋
山
伸
一

氏

は
川
越
藩
領
に
お
け
る
雨
乞
に
つ
い
て
分
折
し
、
領
主
主
催
の
雨
乞
は
村
民
に
対

し
て
勧
農
の
意
味
合
い
を
有
す
る
と
同
時
に
、
領
主
が
村
民
の
生
活
安
定
を
願
っ
て

い

る
意
志
表
示
と
さ
れ
、
農
民
側
の
雨
乞
は
当
然
の
権
利
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い

で

は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿

は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
谷
村
と
い
う
一
村
を
多
角
的
に
把
え
よ
う
と
す
る

試
み

の

一
つ
で
は

あ
る
が
、
結
果
と
し
て
雨
乞
研
究
の
た
め
の
｝
事
例
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
り
、
日
記
の
執
筆
内
容
か
ら
雨
乞
行
事
に
至
る
ま
で
の
村
内
の
具
体
的
な

動

き
や
雨
乞
行
事
そ
の
も
の
の
詳
細
、
そ
れ
に
付
随
す
る
事
柄
な
ど
を
も
あ
る
程
度

明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
朝
生
家
に
現
存
す
る
日
記
は
安
政
四
年
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
久

留
里
藩
及
び
藩
領
の
村
で
行
わ
れ
た
雨
乞
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
そ
れ
以
前
と
い

っ

て

も
文
政
・
嘉
永
期
に
お
け
る
日
照
と
雨
乞
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
耕
地
惣
見

分

日
照
之
事
」
は
日
照
状
況
、
久
留
里
藩
主
の
雨
乞
祈
祷
な
ど
に
つ
き
、
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
耕
地

惣
見
分
日
照
之
事

　
　
文
政
度

　
　
一
当
五
月
廿
八
日
6
天
気
打
続
、
大
日
照
二
而

　
　
　
殿
様
二
茂
度
ミ
雨
乞
御
祈
祷
御
座
候
、

　
　
一
村
方
種
ミ
雨
乞
之
御
祈
祷
致
軒
別
．
一
稲
荷
明
神
江
神
楽
奉
納
、

　

　
一
雨
乞
之
致
方
無
之
二
付
、
一
同
相
談
之
上
、
下
野
国
榛
名
山
御
神
水
奉
拝

借

度
、
三
田
村
井
当
村
相
談
之
上
御
神
水
拝
借
仕
、
七
月
廿
三
日
平
沢
郷

境
迄
御

着
御
座
候
処
、
格
別
之
利
益
故
大
雨
二
而
村
方
大
宝
作
二
相
成
、
小

前
一
同
相
助
申
候
、
其
節
入
用
惣
高
割
合
二
致
申
候
事
、

一
耕
地

水
之
義
亡
後
原
初
メ
前
田
井
大
坪
前
小
前
一
同
惣
見
分
致
、
壱
番
水

弐

番
水
番
立
二
致
水
引
申
候
、
別
段
二
致
方
茂
無
之
堀
田
御
除
地
之
義
亡

才
料
井
立
合
見
斗
致
申
候
事
、

　
　

文
政
四

巳

年
　
　
　
　
　
榛
名
山
代
表

　
　
　

七

月
廿
四
日
認
之
　
　
　
西
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
　
　
　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂

田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‖
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
↑
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
多
七

同名

　主
忠利
右右
衛衛
門門

82



上総国望陀郡大谷村における加持・祈祷

七

十
三

日
目
二
而
御
湿
御
座
候

　
　
　
一
当
五
月
十
二
日
6
天
気
打
続
大
日
照
二
而

　
殿
様
二
茂
妙
見
宮
雨
乞
御
祈
祷
三
度
丹
性
宮
雨
乞
四
十
六
日
目
二
御
座
候
、

一
村
方
種
ミ
雨
乞
御
獅
子
雨
乞
六
月
廿
二
日

　
　
但

シ
行
人
平
二
而
御
供
致
、
中
飯
平
沢
役
所
通

　
　
　
　
（
穂
）

　
　
　
初
尾
料
五
百
文
方
丈
江
差
出
、

一
耕
地
水
之
義
亡
後
原
相
初
、
前
田
大
坪
前
小
前
一
同
惣
見
分
致
、
壱
番
水
、

　
弐

番
水
番
立
二
致
、
順
番
二
水
引
申
候
、
五
日
置
二
惣
見
分
堀
田
井
除
地

　
之

義
茂
別
段
二
致
方
茂
無
御
座
、
才
料
立
合
見
斗
致
申
候
事
、

一
七

月
十
八
日
大
雨
二
而
廿
二
日
迄
五
日
之
間
降
続
申
候
得
共
、
大
風
茂
無
御

　
座
重
分
之

湿
二
候
、
大
川
亡
少
ミ
水
増
、
渡
船
留
り
不
申
候
事
、

　
　
　

但
七
十
日
之
日
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

嘉
永
五
子
年

　
七

月
十
四
日
認
之

一
平
沢
耕
地
水
難
渋
一
切
無
之
、
為
後
日
認
置
者
也
、

名組名同同主頭主
与直庄清平定市

右　太治衛

門吉夫郎蔵七

吉
田
喜
右
衛
門
㊥

一
丹
性

明
神
江
神
楽
奉
納
之
節
亡
久
留
里
町
会
所
江
着
届
可
致
候
事
、

　

但

才
料
名
主
・
組
頭
可
罷
出
事

一
御
造
酒
五
升
位
町
宿
二
差
出
可
申
事
、
尤
先
年
亡
左
様
之
事
無
御
座
候
得
共
、

近
年
相
初
り
申
候
事
、

一

門
壱
軒
壱
人
宛
神
楽
付
添
参
詣
二
罷
出
可
申
先
例
右
之
趣
村
役
所
6
相

触

井
神
楽
持
人
足
八
人
当
触
可
申
候
事
、

　
　

早
魅
二
而
田
畑
毛
定
之
事

一
西
平

井
小
沢
共
田
畑
旱
魅
二
相
成
候
場
所
茂
無
御
座
候
得
共
、
出
穂
二
相

成
天
水
無
之
候
二
付
、
実
入
甚
悪
敷
田
方
七
分
之
毛
定
二
御
座
候
事
、
畑

大

豆

五
分

綿
四
分
右
之
毛
定
二
無
御
座
候
得
共
、
尤
大
豆
御
年
貢
亡
半

減
二
被
仰
付
候
事
、

一
磯

部
田
方
弐
町
三
反
三
畝
廿
三
分

　

内
訳
ケ
　
壱
町
弐
反
歩
余
　
　
皆
無

　
　
　
　
　

壱
町

壱
反

歩
余
　
　
同
様

磯

部
耕
地
之
義
℃
別
段
大
難
渋
候
故
、
度
§
御
勘
弁
願
仕
候
得
共
、
御
定
免

中
二
亡
増
石
一
切
不
相
成
旨
御
利
解
被
　
仰
聞
、
願
書
御
下
ケ
ニ
相
成
、

無
致
方
御
上
納
致
申
候
事
、

一
磯

部
治
右
衛
門
持
六
畝
余
仕
付
、
残
り
二
相
成
候
二
付
甚
困
窮
人
故
、
村

方
二
而
米
四
斗
弐
升
助
合
致
相
遣
申
候
事
、

一
皆
済
渡
二
相
成
磯
部
願
町
歩
江
三
歩
三
厘

　

但
シ
三
ケ
年
賦
御
貸
付
米
御
座
候
、

　
　

米
拾
俵
壱
斗
八
升
四
合
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納
方
　
午
年

　
　
　
寅
年

　
　
　
卯
年

右
之
通

り
納
方
被

嘉
永
五
子
年

米
四
俵

同
四
俵

同
弐
俵

　
　
壱
斗
八
升
四
合

卯
寸
ユ
矢
、

イ
イ
↑

　
　
　
　
　

十
二
月
三
日
下
ケ

一
本
村
二
而
磯
部
大
難
渋
二
付
定
免
切
之
内

　
　
　
但
壱
ケ
年
米
壱
俵
宛
三
ケ
年
之
間
助
合
致
申
候
事
、

　
　
　
外
二

　
　
　
　
村
役
人

取
斗
一
而
米
壱
俵
相
遣
申
候
事
、

　
　
　
　

米
合
三
ケ
年
二
米
四
俵
助
合
相
定
メ

一
此

度
御
定
免
明
二
御
座
候
二
付
、
村
方
一
同
相
談
之
上
、
御
定
免
中
耕
地

　
難
渋
之

場
所

有
之
候
ハ
・
、
耕
地
一
統
鎌
留
致
、
内
検
定
免
切
之
内
ヲ
助
合

　
致
相
極
候
ハ
・
稲
刈
初
可
申
事
、

一
前
書
之
通
村
方
一
同
相
談
之
上
極
候
二
付
三
ケ
年
之
間
御
定
免
願
致
申
候

　
事
、

　
　
嘉
永
⊥
ハ
丑
年

　
　
　
二
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
　
太
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
一
右
衛
門

外
二
米
相
場
十
一
月
二
相
成
、
両
二
米
五
斗
九
升
迄
二
久
留
里
相
上
り
申
候
、

　

「

耕
地

惣
見
分
日
照
之
事
」
は
、
久
留
里
藩
領
西
原
村
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
西
原
村
は
久
留
里
城
下
か
ら
ほ
ど
近
い
所
に
位
置
す
る
村
で
あ
る
。

　
文
政
の

日
照
り
は
文
政
四
年
五
月
二
八
日
よ
り
始
り
、
降
雨
を
み
た
の
は
七
三
日

後
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
久
留
里
藩
主
も
度
々
雨
乞
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
が
、
西
原

村
内
に
お
い
て
も
種
々
の
雨
乞
祈
祷
を
行
い
、
軒
別
に
稲
荷
明
神
へ
神
楽
奉
納
を
し

て

い

る
。
軒
別
に
神
楽
奉
納
と
は
、
嘉
永
五
年
の
記
録
に
「
門
壱
軒
壱
人
宛
神
楽
付

添
参
詣
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
楽
へ
の
付
添
人
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次

に
「
雨
乞
之
致
方
無
之
」
と
い
う
こ
と
で
榛
名
山
の
御
神
水
拝
借
を
行
っ
て
い

る
。
致
し
方
こ
れ
無
く
と
は
こ
の
場
合
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
雨
乞
祈
祷
の
効
果
が

な
か
っ
た
た
め
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
榛
名
山
の
御
神
水
拝
借
に
つ
い
て
は
西
原
村

一
村
で

行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
三
田
村
と
相
談
の
上
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の

結
果
御
神
水
が
榛
名
山
よ
り
運
ば
れ
、
平
沢
郷
境
に
到
着
し
た
時
大
雨
と
な
り
こ

の
年
は
大
曲
豆
作
に
な
っ
て
い
る
。

　
雨

乞
の
た
め
榛
名
山
の
水
を
村
に
持
ち
帰
る
こ
と
は
関
東
で
は
よ
く
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
西
原
村
に
お
い
て
は
こ
の
時
初
め
て
榛
名
山
の
御
神
水
に
よ
る
雨

乞
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
嘉

永
五
年
の
日
照
り
は
五
月
一
二
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
も
久
留
里
藩

主

は
妙
見
宮
と
丹
性
宮
に
お
い
て
頻
繁
に
雨
乞
を
行
い
、
村
方
に
お
い
て
も
文
政
四

年
と
同
様
に
種
々
の
雨
乞
と
獅
子
舞
1
1
神
楽
に
よ
る
雨
乞
を
行
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
文
政
四
年
に
は
榛
名
山
御
神
水
に
よ
り
遇
然
に
も
降
雨
が
あ
り
ー
村
人

達
は
御
神
水
の
御
利
益
抜
群
と
み
た
で
あ
ろ
う
が
ー
効
果
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
嘉
永
五
年
の
雨
乞
に
は
榛
名
山
の
御
神
水
が
登
場
し
な
い
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
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理

由
か
ら
か
丹
性
神
社
に
神
楽
を
奉
納
す
る
時
は
久
留
里
町
会
所
へ
付
け
届
け
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
才
料
と
し
て
名
主
・
組
頭
が
出
て
お
り
、
こ
の
件
と
連
動
す
る

行
為
と
考
え
ら
れ
る
の
が
町
宿
へ
の
「
御
造
酒
」
の
提
出
で
あ
る
。
こ
れ
も
ど
の
よ

う
な
理
由
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
近
年
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
し
、
雨
乞
に
限

ら
ず
何
ら
か
の
事
情
で
丹
性
神
社
へ
神
楽
を
奉
納
す
る
時
は
す
べ
て
「
御
造
酒
」
の

奉

納
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
外
「
耕
地
惣
見
分
日
照
之
事
」
に

は
干
魅
時
の
水
の
配
分
や
年
貢
米
納
入
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
ま
で
に

掲
載
し
て
お
い
た
。

　
現
存
す
る
朝
生
家
日
記
に
雨
乞
の
記
述
が
み
ら
れ
る
の
は
文
久
元
年
（
一
八
⊥
ハ
一
）

六

月
で
あ
る
が
、
ま
ず
軽
度
な
元
治
元
年
七
月
一
日
か
ら
の
雨
乞
に
つ
い
て
み
て
み

た
い
。

　
　
七

月
朔
日
　
御
殿
様
雨
乞
、
妙
見
様
二
一
二
日
之
間
護
摩
御
祈
祷
有
、
村
方
一

　
　

軒
二
壱
人
ツ
・
代
参
（
中
略
）
主
・
村
方
妙
見
様
へ
代
参
致
候
趣
御
役
所
申

　
　
上

置
候
、
四
ツ
時
村
方
一
同
代
参
二
候
二
付
、
主
同
道
妙
見
様
へ
参
詣
二
行
、

　
　
外
村

ミ
神
楽
奉
納
有
、
四
ツ
半
時
頃
妙
見
様
6
下
り
仲
町
恵
ひ
す
や
へ
寄
、
御

　
　
神
酒
致
、

　
　
七

月
八
日
　
村
一
同
御
し
め
り
祝
有
、
若
者
中
神
楽
、
年
寄
中
百
ま
ん
、
御
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
脱
力
）

　
　
酒

壱
本

川
亡
た
6
取
呑
、
夫
吉
左
衛
門
・
勘
蔵
男
女
老
若
出
、

　
　
七

月
十
日
　
村
一
同
昼
前
道
普
請
、
度
ミ
御
し
め
り
祝
御
礼
参
り
、
村
一
同
相

　
　
談
之
上
白
山
様
6
妙
見
様
へ
判
頭
中
代
参
二
行
、
此
時
ゑ
ひ
す
や
二
而
御
神
酒

　
　
代
・
肴
代
共
壱
貫
四
十
文
端
紙
書
付
取
置
申
候
、

　
元

治
元
年
の
日
記
は
七
月
一
日
以
前
の
も
の
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
六
月
中
に

雨
乞

が
行
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る
日
記
に
よ
れ
ば
雨
乞

は

七

月
一
日
よ
り
三
B
間
殿
様
1
1
久
留
里
藩
主
黒
田
直
和
が
妙
見
様
に
お
い
て
護
摩

祈
祷
を
行
う
こ
と
か
ら
始
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
妙
見
様
は
『
千
葉
県
君
津
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
浦
田
村
の
久
留
里
神
社
の
よ
う
で
「
本

社
は
初
め
細
田
妙
見
と
称
し
細
田
山
妙
見
寺
と
称
す
る
真
言
宗
の
寺
院
に
属
せ
し
が

明
治
の
初
め
全
く
寺
院
と
分
離
し
本
称
に
改
め
郷
社
に
列
せ
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
里
…

田
直
純
が
久
留
里
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
家
臣
山
本
義
茂
が
当
社
に
祈
願
文
を
納
め
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ザ

の
後
安
永
七
年
黒
田
直
亨
が
堂
宇
を
修
造
し
て
い
る
。
『
久
留
里
藩
制
一
班
』
に
も
「
本

寺
小
市
部
村
円
如
寺
　
真
言
宗
妙
見
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
祈
願
文
を
家
臣
山
本

氏

（家
老
）
が
納
め
た
り
、
藩
主
が
堂
宇
を
修
造
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
妙
見

寺
と
藩
主
の
繋
り
が
特
別
な
も
の
ー
祈
願
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
雨
乞

は
藩
主
の
祈
祷
か
ら
始
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
村
方
は
一
軒
に
一
人
宛
代
参

を
出
す
こ
と
に
な
り
、
こ
の
旨
を
役
所
に
届
け
て
い
る
。
「
村
方
」
と
は
こ
の
場
合

大
谷
村
の

み

の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
藩
主
祈
祷
の
際
村
側
は
特
に
定
ま
っ
た
役
割
は
な

か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
村
々
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
「
殿
様
の
雨
乞
」
を
バ

ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
不
文
律
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
大
谷
村
は
こ
れ
を
妙
見
様
へ

の

代
参
と
い
う
か
た
ち
で
表
現
す
る
こ
と
と
し
藩
庁
に
届
け
て
い
る
。
こ
の
外
の
領

内
の
村
々
は
神
楽
の
奉
納
を
行
っ
て
い
る
。
代
参
を
終
え
た
一
行
は
仲
町
の
「
恵
ひ

す
や
」
に
立
ち
寄
り
御
神
酒
を
飲
ん
で
い
る
が
、
「
恵
ひ
す
や
」
は
久
留
里
藩
城
下

町

で

あ
る
市
場
村
の
商
家
で
、
大
谷
村
の
「
村
宿
」
で
あ
っ
た
。

　
七

月
八
日
に
は
若
者
中
の
神
楽
、
年
寄
中
の
百
万
遍
に
よ
る
御
し
め
り
祝
が
行
わ

れ
、
一
〇
日
に
は
「
度
ミ
御
し
め
り
祝
」
の
御
礼
と
し
て
村
一
同
相
談
の
上
、
白
山
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様

と
妙
見
様
へ
判
頭
中
が
代
参
に
出
向
い
て
い
る
。

　

白
山
様
は
俵
田
村
の
白
山
神
社
の
こ
と
で
弘
文
天
皇
伝
説
の
伝
わ
る
神
社
で
あ
る
。

本
殿
背
後
に
は
古
墳
が
あ
り
か
な
り
古
い
時
代
に
創
建
さ
れ
た
神
社
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

社
域
に

は
神
宮
寺
が
設
け
ら
れ
『
千
葉
県
君
津
郡
誌
』
下
巻
に
よ
る
と
、
最
初
田
原

神
社
と
称
し
て
い
た
が
、
神
宮
寺
が
設
け
ら
れ
た
頃
白
山
大
権
現
、
さ
ら
に
明
治
初

年
白
山
神
社
と
改
称
し
て
い
る
。
神
宮
寺
に
は
氏
子
に
よ
り
大
般
若
経
が
寄
進
さ
れ
、

毎
年
一
月
二
九
日
神
前
に
お
い
て
転
読
を
行
っ
て
い
た
が
維
新
後
衰
退
し
、
同
じ
く

俵

田
村
の
徳
蔵
寺
に
合
併
さ
れ
て
い
る
。
当
社
を
氏
神
と
す
る
の
は
俵
田
・
末
吉
・

長
谷

川
台
・
吉
野
・
大
谷
・
青
柳
・
上
新
田
・
箕
輪
・
三
田
・
賀
恵
渕
・
西
原
な
ど

の

諸
村
で
あ
る
。

　
大
谷
村
と
白
山
神
社
は
氏
子
と
い
う
関
係
か
ら
代
参
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
時
も
代
参
の
一
行
は
「
恵
ひ
す
や
」
に
お
い
て
御
神
酒
を
交
わ
し
て
い
る
。

「

御
神
酒
代
肴
代
共
壱
貫
四
十
文
端
紙
書
付
取
置
申
候
」
と
は
ツ
ケ
で
飲
食
を
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

右
の
よ
う
に
元
治
元
年
の
B
照
り
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ

が
、
文
久
元
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
日
照
り
は
相
当
深
刻
で
あ
っ
た
。

　
大

谷
村

と
い
う
よ
り
上
総
方
面
は
文
久
元
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
雨
に
恵
ま

れ

ず
、
農
作
物
に
と
っ
て
深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
六

月
一
日
に
は
多
少
雨
が
降
っ
た
ら
し
く
、
翌
二
五
日
に
は
「
御
し
め
り
祝
」
と
い
う

こ
と
で
、
卯
之
助
と
熊
二
郎
は
農
作
業
を
休
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
満
足
な
雨

は
降
ら
な
か
っ
た
た
め
、
八
日
に
は
久
留
里
藩
主
自
か
ら
雨
乞
を
行
っ
て
い
る
。
以

下
久

留
里
藩
に
お
け
る
雨
乞
と
大
谷
村
の
動
き
を
日
記
の
中
か
ら
摘
出
し
て
お
こ
う
。

（文
久
元
年
）

六
月

　

八

日
　
御
殿
様
雨
乞
浦
田
村
妙
見
寺
二
而
被
成
候
間
、
早
朝
6
村
方
神
楽
持
参

　

参

詣
仕
候
、
帰
り
之
節
仲
町
ゑ
ひ
す
や
二
而
老
若
御
神
酒
い
た
し
帰
り
、
村

　

方
二
而
金
壱
分
御
神
酒
い
た
し
候
、
八
ツ
半
御
し
め
り
御
座
候
、

　
　
　
　
　
ふ
り
と
　

　

九

日
　
昼
後
休
、
御
し
め
り
祝
二
付
村
一
同
休
、
年
寄
衆
百
ま
ん
、
若
衆
三

　

社
神
楽
奉
納
、
酒
壱
本
呑
、
少
ミ
雨
ふ
り
、

　

十

二

日
　
大
暑
御
天
気
（
中
略
）
名
主
殿
宅
二
居
候
処
、
御
上
様
6
雨
乞
御

　
祈
祷
之

御
廻
状
参
り
、
明
日
6
三
日
之
間
右
二
付
一
同
相
談
之
上
判
頭
中
代

　

参
可
致
旨
取
極
メ
帰
り
、

　
十

三

日
　
御
上
様
雨
乞
御
祈
祷
浦
田
村
妙
見
様
二
あ
り
、
村
方
判
頭
中
代

　

参
二
行
、
大
暑
御
天
気
、

　
十
四

日
　
昼
時
主
宮
な
き
二
付
内
へ
帰
り
、
八
ツ
時
村
一
同
出
、
不
動
尊
・

　

持
明
院
・
蔵
王
山
掃
除
い
た
し
、
夕
刻
内
へ
帰
る
、
大
暑
御
天
気
、

　
十

八

日
　
明
日
御
上
様
雨
乞
浦
田
村
妙
見
様
こ
お
ゐ
て
御
祈
祷
御
座
候
義
被

　
仰

付
、
右
二
付
村
方
判
頭
中
参
会
致
、
明
後
廿
日
神
楽
奉
納
可
致
義
取
極
御

　

座

候
、
主
・
市
平
殿
参
会
二
不
行
、
御
天
気
、

　
十
九

日
　
明
方
与
兵
衛
殿
参
り
、
伜
卯
之
助
二
川
谷
村
へ
今
日
妙
見
様
へ
神

　
楽
同
伴
二
不
相
成
趣
届
ケ
ニ
参
呉
候
様
頼
二
参
り
直
二
帰
り
、
御
上
様
雨
乞

　
之

義
二
付
談
事
度
義
有
之
、
名
主
殿
6
御
沙
汰
二
付
参
り
、
談
事
中
俵
田
村

　

白
山
様
雨
乞
成
就
之
御
祈
祷
い
た
し
度
趣
之
御
廻
文
参
り
、
右
二
付
談
事
之

　
上
早
速

判
頭
中
江
知
ら
せ
、
男
不
残
出
、
白
山
様
6
妙
見
様
江
弁
当
付
二
而
神
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楽
持
参
奉
納
仕
候
、
九
ツ
半
時
く
る
り
仲
町
恵
ひ
す
や
前
へ
参
り
候
処
、
雨
降

り
、
同
屋
休
村
方
一
同
御
神
酒
い
た
し
、
七
ツ
時
村
方
へ
帰
り
申
候
、
天
王
様

（街
力
）様
二
而
明
日
朝
仕
事
限
雨
乞
可
仕
義
取
極
メ
、
若
衆
三
社
神
楽
奉
納
、
年
寄
中

百

ま
ん
右
之
通
り
取
極
メ
一
同
帰
り
申
候
、
主
・
卯
之
助
神
楽
二
行
、
金
一

分

弐
朱
ト
壱
貫
文
、
酒
肴
代
村
一
同
払
（
中
略
）
昼
後
尾
張
6
妙
見
様
へ
神

楽
二
行
、

廿

日
　
朝
仕
事
切
村
方
雨
乞
若
衆
三
社
神
楽
奉
納
、
年
寄
中
百
ま
ん
（
中
略
）

夜
若
衆
不
動
尊
へ
籠
り
、

廿
一
日
　
大
暑
御
天
気
、
村
方
雨
乞
若
衆
三
社
神
楽
奉
納
井
千
ご
り
仕
候
、

年
寄
中
百
ま
ん
読
、
三
日
之
雨
乞
金
一
分
御
神
酒
呑
、
市
平
殿
伜
平
吉
・
平
兵

衛

殿
、
八
郎
兵
衛
伜
卯
之
助
三
人
二
而
白
米
壱
斗
五
升
五
合
出
し
、
不
動
尊
二

而

若
衆
一
同
へ
朝
飯
進
上
申
候
、

廿
三

日
　
御
上
様
愛
宕
村
愛
宕
山
二
而
雨
乞
御
祈
祷
被
仰
出
候
二
付
、
御
名
主

宅
へ
判
頭
中
一
同
呼
寄
相
談
之
上
、
明
日
愛
宕
様
へ
神
楽
奉
納
可
仕
候
評
義
取

極
、
一
同
帰
り
其
後
勘
蔵
殿
三
の
わ
村
二
而
見
性
寺
様
用
金
弐
拾
両
借
用
之
金

子

出
シ
、
御
名
主
殿
へ
渡
シ
一
同
帰
り
申
候
（
中
略
）
大
暑
天
気
、

廿

四

日
　
暁
七
ツ
時
半
時
村
中
男
家
主
・
若
者
中
不
残
出
、
愛
宕
村
愛
宕

様
二
而
御
上
様
雨
乞
御
祈
祷
二
付
神
楽
奉
納
二
行
、
四
ツ
半
時
奉
納
仕
行
、
大

和
田
村
通
帰
り
、
富
田
村
江
川
6
下
町
通
直
村
方
へ
帰
り
申
候
、
村
百
ま
ん
三

社
奉
納
、
卯
之
助
小
遣
百
文
渡
（
中
略
）
天
気
風
く
も
り
、
夜
入
若
者
中
世
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祷
脱
力
）

人

与
兵
衛
殿
・
惣
代
又
兵
衛
殿
参
り
、
今
晩
山
神
宮
へ
籠
雨
祈
仕
度
候
二
付

願

出
候
与
申
、
右
二
付
御
名
主
殿
宅
へ
参
り
役
所
出
仲
間
一
同
相
談
之
上
、

　
　
行
屋
堂
付
山
神
宮
籠
被
仰
付
候
、
此
夜
若
者
衆
籠
斗
外
何
事
も
な
し
、
明
方
6

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
村
方
一
同
老
者
男
女
出
百
ま
ん
可
致
取
極
仕
候
、

　
　
廿
五

日
　
主
明
方
6
百
ま
ん
出
、
卯
之
助
若
衆
一
同
籠
居
、
五
ツ
時
若
者
中
世

　
　
話
人

惣
代
今
日
天
王
様
順
行
致
度
願
出
候
二
付
、
判
頭
中
村
御
役
人
衆
中
一

　
　
同
相
談
之
上
順
行
為
致
候
、
村
一
同
野
留
、
御
神
酒
半
樽
呑
、

　
　
廿
六

日
　
昼
時
御
し
め
り
御
座
候
、

　
　
廿

七

日
　
上
≧
御
天
気
、
相
州
大
山
様
江
久
蔵
殿
伜
口
助
、
与
兵
衛
殿
弐
人

　
　
代
参
二
行
、

　
七
月

　

　
二
日
　
御
上
様
浦
田
村
妙
見
様
・
愛
宕
様
御
両
所
雨
乞
御
祈
祷
被
　
仰
付

　
　
候
一
一
付
、
主
村
壱
軒
一
人
代
参
二
行
、
帰
り
之
節
恵
ひ
す
や
二
而
御
神
酒
い
た

　
　
し
、
村
神
楽
百
ま
ん
卯
之
助
神
楽
行
、

　
　
三

日
　
夕
刻
大
山
代
参
帰
り
、

　
　

四
日
　
雨
ふ
り
（
中
略
）
今
日
御
し
め
り
宜
敷
義
二
付
、
明
日
御
し
め
り
祝

　
　
可
仕

義
評
義
致
、
白
山
様
・
愛
宕
様
・
妙
見
様
三
ケ
所
村
一
軒
二
付
壱
人
宛

　
　
代
参
、
村
方
神
楽
百
ま
ん
右
之
通
取
極
メ
申
候
、
御
神
酒
壱
本
、

　
　
五

日
　
村
一
同
御
し
め
り
祝
、
白
山
様
・
愛
宕
様
・
妙
見
様
一
軒
二
付
一
人

　
　
代

参
、
三
ケ
所
手
訳
二
致
、
主
白
山
6
く
る
り
廻
り
、
卯
之
助
朝
6
休
、
御

　
　

し
め
り
祝
御
神
酒
壱
本
呑
、
主
小
遣
百
文
、
か
ね
同
道
雨
ふ
り
、

　
文
久
元
年
六
月
八
日
、
雨
乞
は
元
治
元
年
と
同
様
久
留
里
藩
主
黒
田
直
和
に
よ
る

妙
見

寺
の
祈
祷
で
始
っ
て
い
る
。
文
久
元
年
の
日
記
も
五
月
二
七
日
以
前
の
も
の
は

現
存
し
な
い
た
め
、
そ
れ
以
前
に
雨
乞
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
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六

月
八
日
の
藩
主
に
よ
る
雨
乞
が
始
め
て
の
祈
祷
の
よ
う
で
あ
る
。
藩
主
に
よ
る
雨

乞
祈
祷
は

合
計
四

回
行
わ
れ
、
七
月
二
日
に
は
妙
見
寺
と
愛
宕
神
社
に
対
し
雨
乞
祈

祷
を
命
じ
て
い
る
。

　

藩
主
に
よ
る
四
回
の
雨
乞
の
う
ち
三
回
は
妙
見
寺
、
一
回
は
愛
宕
神
社
で
行
わ
れ

て

い

る
。
愛
宕
神
社
は
標
高
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
愛
宕
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、

久
留
里
・
小
櫃
・
亀
山
を
望
む
こ
と
の
で
き
る
所
で
、
雨
乞
に
適
し
た
地
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

藩
主
に
よ
る
雨
乞
は
四
回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
藩
主
の
雨
乞
祈
祷
に
対
応
す
る
大

谷
村

側
の
動
き
を
み
て
み
る
と
、
六
月
八
日
の
藩
主
の
雨
乞
に
対
し
大
谷
村
は
妙
見

寺
に
神
楽
を
持
参
し
て
い
る
。
神
楽
の
持
参
‖
神
楽
奉
納
と
な
る
の
か
、
単
に
神
楽

用
具
を
持
参
し
寺
域
に
お
い
て
飾
り
付
け
だ
け
行
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
二

日
に
は
一
三
日
よ
り
三
日
の
問
妙
見
寺
に
お
い
て
藩
主
の
雨
乞
祈
祷
が
実
施
さ
れ
る

旨
が
触
れ
出
さ
れ
、
大
谷
村
は
判
頭
中
の
代
参
を
決
定
し
て
い
る
。
一
八
日
に
も
翌

一
九

日
か
ら
藩
主
の
雨
乞
祈
祷
が
村
内
に
伝
わ
る
と
、
判
頭
中
は
神
楽
奉
納
を
取
り

決
め

て

い

る
。
二
三
日
に
は
祈
祷
場
所
を
替
え
、
愛
宕
山
に
お
い
て
二
四
日
に
藩
主

の

雨

乞
祈
祷
が
実
施
さ
れ
る
と
仰
せ
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
村
側
は
名
主
宅

に

判
頭
中
が
集
め
ら
れ
神
楽
奉
納
が
決
め
ら
れ
る
が
、
今
回
の
藩
主
雨
乞
祈
祷
は
四

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
村
中
の
家
主
と
若
者
中
が
残
ら
ず
祈
祷
に
参
加
し

て

い

る
。
村
中
総
動
員
と
い
っ
て
よ
い
祈
祷
の
興
奮
状
態
か
ら
か
、
二
四
日
の
夜
若

者

中
世
話
人
与
兵
衛
と
、
惣
代
又
兵
衛
が
山
神
宮
へ
お
籠
り
し
た
い
旨
を
判
頭
で
あ

る
八
郎
兵
衛
に
願
い
出
て
お
り
、
八
郎
兵
衛
は
名
主
宅
に
赴
き
仲
間
一
同
相
談
の
上

若
者
中
の
「
行
屋
堂
付
山
神
宮
籠
」
を
許
可
し
て
い
る
。

　
右
の

よ
う
に
藩
主
の
雨
乞
と
と
も
に
大
谷
村
に
お
け
る
雨
乞
が
開
始
さ
れ
る
が
、

元

治
元
年
の
例
か
ら
み
て
も
雨
乞
は
村
が
自
発
的
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、
藩
主
の

雨
乞
祈
祷
が
契
機

と
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
藩
主
の
祈
祷
に

参
加
す
る
形
式
は
神
楽
か
代
参
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
時
が
神
楽
ま
た
は

代
参

と
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
名
主
及
び
判
頭
の
評
議
に
よ
っ

て

決
め

ら
れ
て
い
る
。
若
者
中
に
対
す
る
指
示
や
彼
ら
か
ら
の
願
い
も
判
頭
を
通
し

て

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
判
頭
に
つ
い
て
は
史
料
の
関
係
か
ら
詳
述
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
雨
乞

に
関
す
る
行
事
の
中
心
に
な
る
も
の
は
文
久
・
元
治
両
度
と
も
若
者
中
の
神

楽
と
年
寄
を
中
心
と
し
た
百
万
遍
で
あ
る
。
文
久
の
雨
乞
が
元
治
元
年
の
場
合
と
異

な
る
の
は
六
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
「
千
垢
離
」
で
あ
る
。
元
治
元
年
に
は
千
垢
離

が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
千
垢
離
を
行
う
以
前
に
降
雨
を
み
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
千
垢
離
を
行
う
の
は
干
魅
が
深
刻
な
状
態
に
な
っ
た
時
で
、
さ
ら
に
状

況
が
悪
化

し
た
時
に
大
山
へ
の
代
参
が
行
わ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
雨

乞
行
事
に
付
随
し
て
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
「
御
神
酒
」
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
若
干
後
で
も
触
れ
る
が
、
村
に
お
け
る
飲
酒
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

口
近
代
に
お
け
る
雨
乞

　
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
も
何
度
か
の
雨
乞
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
に
入
っ

て

か

ら
の
大
谷
村
に
お
け
る
天
候
に
関
す
る
大
が
か
り
な
祈
祷
は
雨
乞
と
は
逆
の

「

日
乞
」
で
あ
る
。
日
乞
は
明
治
二
年
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
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て

い

る
が
、
こ
の
年
の
六
月
は
天
候
不
順
で
雨
が
降
り
続
き
、
影
響
を
受
け
た
の
は

農
作
物
だ
け
で
は
な
く
、
村
人
の
多
く
も
体
調
を
崩
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
六

月
二
八
日
村
内
の
八
坂
神
社
に
判
頭
が
集
ま
り
、
明
二
九
日
に
日
乞
の
祈
祷
を
す
る

こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
、
神
楽
と
百
万
遍
を
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
六

月
廿
九
日
　
雨
降
り
、
浦
田
村
師
匠
様
昨
日
6
泊
り
居
り
、
卯
之
助
五
経
読

　
　
（
教
）

　
　
を
さ
る
、
村
一
同
日
乞
御
祈
祷
あ
り
、
卯
之
助
神
楽
二
行
、
昼
時
帰
り
、
亦

　
　
五

経

読
を
さ
る
、
其
後
神
楽
二
行
（
中
略
）
八
ツ
時
頃
主
天
王
様
へ
百
ま

　
　
ん

二

行
、
夕
刻
若
者
中
一
同
願
之
義
ハ
、
今
晩
不
動
尊
へ
籠
致
、
明
日
ハ
村
神
さ

　
　
三

社
へ
千
ご
り
上
ケ
度
義
、
判
頭
中
へ
申
出
候
二
付
、
判
頭
中
一
同
相
談
之
上
、

　
　
明
日
之
千
ご
り
之
義
、
時
候
も
悪
く
若
ハ
身
分
二
も
さ
わ
り
候
而
ハ
如
何
与
存
、

　
　

千
ご
り
ハ
可
見
合
セ
申
、
若
者
中
一
同
是
悲
く
致
度
願
ひ
二
付
、
判
頭
中

　
　
相
談
之
上
村
役
人
衆
へ
願
出
候
処
、
御
聞
済
二
相
成
、
家
主
方
ハ
天
王
様
二
而

　
　

百
ま
ん
致
候
様
是
又
願
ひ
候
処
、
此
段
御
聞
済
二
相
成
、
夜
入
一
同
引
取
、

　
　
夜
飯
イ
タ
シ
村
一
同
若
者
中
不
動
尊
へ
籠
、
卯
之
助
行
一
同
二
ひ
ま
を
貰
帰
り
、

　
　
田
畑
ケ
、

　
　
六

月
晦
日
　
雨
降
り
、
村
一
同
日
乞
御
祈
祷
二
付
若
者
中
不
動
尊
二
昨
夜
6

　
　
籠

居
、
外
三
人
か
ご
草
か
り
、
朝
飯
後
老
若
男
女
下
女
下
男
迄
出
、
心
信
之
事

　
　
（
中
略
）
主
百
ま
ん
二
天
王
様
へ
行
、
卯
之
助
・
平
五
郎
千
ご
り
に
行
（
中
略
）

　
　
主

昼

飯
二
天
王
様
6
帰
り
、
此
時
判
頭
中
一
同
相
談
之
上
、
御
神
酒
金
壱
両

　
　
弐
分
分
取
呑
候
様
取
極
メ
、
八
十
八
・
弥
左
衛
門
二
人
使
と
し
て
酒
取
二
遣
ス
、

　
　
名
主
殿
ハ
蒲
原
宿
助
郷
一
条
二
付
く
る
り
へ
出
、
留
主
組
頭
忠
右
衛
門
殿
風

　
　
邪
二
付
不
出
、
同
役
平
兵
衛
殿
伜
病
気
二
付
不
出
、
右
二
付
判
頭
之
内
八
郎

兵

衛
・
五
郎
右
衛
門
取
斗
ひ
、
右
酒
取
弐
人
遣
ス
、
四
ツ
時
頃
若
者
中
千
ご
り

始

メ
、
九
ツ
時
頃
安
母
様
村
役
人
衆
村
方
へ
無
談
二
而
持
出
し
、
川
二
而
い
さ
め
、

九

ツ

時
過
天
王
様
へ
納
、
千
ご
り
仕
舞
若
者
中
世
話
人
井
惣
代
出
、
判
頭
中

へ
申
入
候
亡
、
安
母
様
を
小
若
者
共
持
出
し
い
さ
め
候
義
不
調
法
之
段
真
平
御

免

可
被
下
候
様
詫
致
候
二
付
、
判
頭
中
相
談
之
上
村
役
人
衆
出
張
無
御
座

候
二
付
、
見
な
が
し
聞
な
が
シ
ニ
致
候
様
聞
済
遣
し
申
候
、

若
者
中
一
同
江
昼
飯
喰
セ
候
事
、

　
　
振
舞
分

　
　
　
　
　
　
　
　
勘
兵
衛
殿
伜

一
玄

米
五
升
　
　
　
　
　
　
　
　
紋
治
郎
出
ス

一
同
七
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
清
三
郎
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛
伜

一
同
七
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
卯
之
助
出
ス

右

名
前
之
者
一
而
若
者
中
一
同
へ
振
舞
致
候
、
八
ツ
半
時
頃
若
者
中
一
同
天
王

様
へ
出
て
神
楽
奉
納
、
主
天
王
様
へ
行
、
村
一
同
百
ま
ん
前
書
御
神
酒
金
壱
両

弐

分
分
取
候

極
二
而
、
弥
左
衛
門
・
八
十
八
遣
シ
候
処
、
名
主
殿
く
る
り
仲
町

松

井
屋
二
居
、
右
二
付
名
主
殿
二
右
御
神
酒
取
候
咄
致
、
名
主
殿
差
図
を
以

可

取

義
申
遣
シ
候
処
、
名
主
殿
二
間
合
も
無
御
座
、
弐
人
之
了
簡
を
以
金
弐

両

分
酒
弐

斗
清
水
屋
林
之
助
方
6
取
持
参
致
候
義
、
村
役
人
衆
・
判
頭
中
6
不

取

斗
致
候
義
訳
合
被
申
聞
候
而
、
一
円
申
訳
無
御
座
候
処
、
村
役
人
衆
・
判

頭

中
勘
弁
致
遣
シ
申
候
、
七
ツ
時
過
頃
村
一
同
天
王
様
二
而
御
神
酒
致
候
、
天

王
様
本
社

之
内
名
主
殿
、
組
頭
弐
人
殿
、
市
平
殿
父
、
八
郎
兵
衛
、
五
郎
右
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
イ

門
殿
〆
六
人
御
神
酒
致
、
家
主
方
拝
殿
二
て
御
神
酒
、
若
者
中
一
同
政
右
衛

門
座
敷
を
か
り
御
神
酒
致
、
右
酒
弐
斗
之
内
七
升
若
者
共
へ
遣
ス
、
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日
乞
も
雨
乞
同
様
に
若
者
中
に
よ
る
神
楽
奉
納
と
年
寄
を
中
心
と
し
た
百
万
遍
が

中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
二
九
日
の
夕
方
若
者
中
は
神
楽
に
よ
る
盛
り
上
り

か

ら
か
、
ま
た
は
連
日
の
雨
に
よ
る
閉
逼
状
態
を
打
ち
破
る
た
め
か
、
千
垢
離
を
行

い

た
い
旨
を
判
頭
中
に
申
し
出
て
い
る
。
判
頭
中
は
天
候
不
順
の
折
り
で
あ
り
、
病

気

に
で
も
な
っ
た
ら
と
い
う
心
配
か
ら
千
垢
離
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
指
示
す
る
が
、

若
者
中
が
懇
願
す
る
た
め
村
役
人
の
許
可
を
得
て
千
垢
離
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
こ

の

日
若
者
達
は
不
動
尊
へ
籠
っ
て
い
る
。

　

日
乞
に
限
ら
ず
雨
乞
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
大
谷
村
に
お
け
る
両
者
の
行
事

は

厳
密
な
手
順
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
形
式
ー
荒
筋

ー
は
あ
っ
た
も
の
の
神
楽
・
百
万
遍
・
千
垢
離
・
村
内
及
び
領
内
有
力
社
寺
参
り
等

々
が
臨
機
応
変
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
千
垢
離
を
願
っ
た
件

で

も
分
る
よ
う
に
、
行
事
の
責
任
者
、
執
行
者
は
名
主
を
中
心
と
し
た
村
役
人
層
で

あ
っ
た
。

　
三
〇

日
も
引
き
続
き
日
乞
の
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
千
垢
離
を
行
っ
て
い
た

若
者
中
が
興
奮
の
頂
点
に
達
し
た
も
の
か
、
安
母
様
H
ア
ン
バ
サ
マ
を
担
ぎ
出
し
て

い

る
。
こ
の
行
為
は
そ
の
時
の
勢
い
と
い
う
こ
と
で
処
理
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
ら
し
く
、
千
垢
離
終
了
後
若
者
中
世
話
人
及
び
惣
代
が
判
頭
中
に
詫
び
を

入

れ

て

い

る
。
こ
れ
に
対
し
判
頭
中
は
「
村
役
人
衆
出
張
無
御
座
候
二
付
」
見
な

か

っ

た
こ
と
、
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　

日
乞
の
時
も
ま
た
御
神
酒
で
あ
る
。
六
月
晦
日
若
者
中
に
昼
食
が
振
る
舞
わ
れ
る

が
、
こ
の
時
の
米
は
村
方
か
ら
で
は
な
く
個
人
の
寄
付
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
一
方
御

神
酒
に
つ
い
て
は
村
負
担
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
時
の
村
一
同
御
神
酒
代
は
金
↓

両

二
分

と
取
り
決
め
ら
れ
、
久
留
里
ま
で
酒
を
調
達
に
行
く
の
は
弥
左
衛
門
と
八
十

八
の

二

名
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
御
神
酒
購
入
取
り
決
め
の
時
は
、
名
主
が

久
留
里
の
松
井
屋
に
所
用
で
出
向
い
て
い
た
た
め
、
二
名
の
者
に
対
し
松
井
屋
で
名

主

に

御
神
酒
の
件
を
話
し
指
示
を
受
け
る
よ
う
に
言
い
含
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
二

名
の
者
は
名
主
に
相
談
す
る
こ
と
も
な
く
二
両
分
の
酒
を
購
入
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
一
件
は
隠
便
に
済
ま
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
は
村
民
が
少
し
で
も
多
く
の
酒
を

期
待
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
村

方
に
お
け
る
日
乞
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
月
一
日
も
「
夜
大
雨
降
り
川
出
ル
」
と

い

う
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
同
日
「
明
日
御
殿
様
妙
見
様
需
日
乞
御
祈
祷
被

仰

付
」
と
い
う
こ
と
で
七
月
二
日
藩
主
に
よ
る
日
乞
祈
祷
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
雨
乞
は
藩
主
の
祈
祷
が
契
機
と
な
っ
て
村
方
の
雨
乞
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、

日
乞
は
村
方
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
明
治
維
新
後
に
行
わ
れ
た
行
事

で

あ
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
藩
主
に
よ
る
日
乞
は
七
月
二
日
に
至
っ
て
次
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
七

月
二
日
　
御
殿
様
日
乞
御
祈
祷
妙
見
様
被
成
候
二
付
、
判
頭
八
郎
右
衛
門

　
　
殿
・
吉
左
衛
門
殿
・
与
兵
衛
殿
・
藤
四
郎
殿
・
八
十
八
殿
・
仁
左
衛
門
殿
・
伝

　
　
兵
衛
殿
代
金
兵
衛

殿
・
勘
兵
衛
殿
・
八
郎
兵
衛
・
五
郎
右
衛
門
殿
・
久
右
衛
門

　
　
殿

〆
拾
壱
人
妙
見
様
へ
代
参
二
行
、
久
留
里
へ
不
寄
直
帰
り
候
、
相
談
中
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
ハ
自
分
用
向
二
付
久
留
里
町
へ
廻
り
候
者
之
八
郎
兵
衛
・
金
兵
衛
殿
同
道
帰

　
　
り
天
王
様
へ
行
候
処
、
一
同
昼
飯
二
帰
り
迎
根
若
者
共
政
右
衛
門
殿
内
二
居
り
、

　
　
早

ミ
昼
飯
二
帰
り
（
中
略
）
村
一
同
日
乞
御
祈
祷
有
、
神
楽
・
百
ま
ん
有
、

　
　
卯
之

助

神
楽
二
行
、
昼
時
帰
り
（
中
略
）
八
ツ
半
時
過
主
天
王
様
へ
百
ま
ん
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二
行
、
百
ま
ん
不
致
政
右
衛
門
内
二
而
村
役
人
衆
判
頭
一
同
出
会
（
中
略
）
其

　
　
後
若
者
神
楽
下
ケ
、

　

日
乞
に
お
け
る
藩
主
の
祈
祷
も
雨
乞
と
同
様
妙
見
寺
に
お
い
て
執
行
さ
れ
て
お
り
、

大
谷
村

側
か
ら
は
判
頭
＝
名
が
代
参
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
村
内
で
は
百
万
遍
と

神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
藩
主
の
祈
祷
は
近
世
に
比
べ
る
と
盛
り
上
り
に

欠

け
る
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
期
に
入
っ
て
雨
乞
が
行
わ
れ
た
最
初
は
、
現
存
す
る
日
記
に
よ
れ
ば
明
治
六

年
六
月
四
日
で
あ
る
。

　
　
六

月
四
日
　
昼
時
頃
天
朝
様
ヨ
リ
雨
乞
致
候
様
仰
セ
戸
長
へ
あ
り
、
村
惣
代
を

　
　
以

白
山
様
江
代
参
致
し
（
中
略
）
雨
乞
御
祈
祷
村
内
惣
代
を
以
天
王
様
口
口

　
　
致

し
御
神
酒
三
升
取
呑
、

　

明
治
に
至
っ
て
最
初
の
雨
乞
は
天
朝
様
の
命
令
で
あ
る
と
い
う
。
天
朝
様
1
1
天
皇

つ

ま
り
は
明
治
政
府
が
全
国
に
雨
乞
を
令
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
で

は
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
明
治
初
年
の

日
記
に
は
「
天
朝
様
云
々
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
明
治
初
年
に
お
け
る
庶

民
の
天
皇
観
を
考
え
る
上
で
興
味
あ
る
記
事
で
あ
る
。

　

さ
て
六
月
四
日
の
雨
乞
は
一
体
何
ん
で
あ
っ
た
の
か
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
同
年

八

月
三
日
か
ら
一
七
日
ま
で
再
び
雨
乞
が
行
わ
れ
て
い
る
。
但
し
八
月
の
雨
乞
は
天

朝
様
と
の
関
係
は
ま
っ
た
く
な
く
、
当
地
方
が
日
照
り
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
久
留
里
藩
領
下
で
は
近
世
に
あ
っ
て
は
藩
主
の
雨
乞
祈
祷
が
契
機
と
な
っ

て

村

方
の
雨
乞
が
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
既
に
藩
主
は
存

在
し
な
い
。
日
記
の
明
治
六
年
八
月
一
日
の
条
に
は

　
　
明
治
五
年
壬
申
四
月
ヨ
リ

　
　
木
更
津
県
第
五
区
弐
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総

国
望
陀
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
邨

　
　
明
治
六
年
癸
酉
七
月
ヨ
リ

　
　
千

葉
県
第
四
大
区
五
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総

国
望
陀
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
邨

　
　
右
之
通
相
成
申
候
、

と
大
書
し
て
あ
り
、
既
に
日
記
の
中
か
ら
久
留
里
藩
は
消
え
去
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
大
谷
村
の
雨
乞
は
「
村
一
同
相
談
之
上
雨
乞
始
メ
」
が
取
り
決
め

ら
れ
、
早
速
天
王
様
に
お
い
て
百
万
遍
が
行
わ
れ
て
い
る
。
四
日
は
若
者
中
に
よ
る

百
社
参
詣
及
び
年
寄
中
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
百
万
遍
、
八
日
は
家
主
が
天
王
様
に
お

い
て

百
万

遍
、
若
者
中
は
三
社
千
垢
離
を
し
夜
は
不
動
様
に
籠
っ
て
い
る
。
翌
九
日

も
家
主
は
天
王
様
で
百
万
遍
を
行
い
、
若
者
中
は
天
王
様
へ
「
順
行
」
し
て
い
る
。

　

日
照
り
の
状
況
は
深
刻
だ
っ
た
ら
し
く
、
水
利
の
便
の
悪
い
と
思
わ
れ
る
耕
地
へ

は
水
を
車
で
運
び
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
＝
日
の
条
に
は
「
御
天
気
大
暑
、
伝
兵

衛
殿
伜

丈
助
・
亡
ん
手
間
か
り
之
分
二
参
り
、
八
郎
兵
衛
・
亡
ん
・
丈
助
三
人
向

田
車
二
て
水
汲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
雨
乞
と
い
え
ば
こ
れ
ま
で
中
心

的
役
割
を
果
し
て
き
た
の
は
若
者
中
に
よ
る
神
楽
奉
納
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
雨
乞

に
お
い
て
神
楽
が
登
場
し
た
の
は
八
月
一
四
日
に
至
っ
て
で
あ
る
。

　
　
八

月
十
四
日
御
天
気
大
暑
、
村
一
同
雨
乞
、
家
主
方
百
ま
ん
、
若
衆
中
三
社
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へ
神

楽
奉
納
（
中
略
）
八
郎
兵
衛
百
ま
ん
二
行

　

し
か
し
翌
日
か
ら
は
再
び
神
楽
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
若
者
中
は
山
神
宮
に

籠
っ
て
い
る
。

　
　
八

月
十
五
日
早
朝
家
内
起
神
ミ
仏
前
へ
品
ミ
献
上
、
村
一
同
雨
乞
、
村
方
壱

　
　
軒
壱

人
ツ
・
白
山
・
愛
宕
山
・
妙
見
三
社
江
参
詣
二
行
、
昼
時
帰
り
、
残
村

　
　

方
天
王
様
二
て
百
ま
ん
（
中
略
）
八
郎
兵
衛
右
三
社
へ
参
詣
行
昼
時
帰
り
、

　
　
清
三
郎
殿

御
出
、
ゆ
二
入
酒
呑
帰
り
、
父
ゆ
を
立
ル
水
を
川
6
汲
ゆ
を
立
（
中

　
　

略
）
父
八
郎
兵
衛
百
ま
ん
二
行
、
御
神
酒
半
樽
呑
、
暮
方
父
帰
り
若
者
中
山

　
　
神
へ
こ
も
り
、

　
　
八

月
十
六
日
　
少
≧
曇
、
昨
夜
6
若
者
中
山
神
様
へ
こ
も
り
、
早
朝
6
雨
か
ゑ

　
　

る
推
（
中
略
）
米
壱
斗
市
平
殿
、
同
壱
斗
八
郎
兵
衛
〆
米
弐
斗
出
し
、
若
者

　
　

中
二
つ
か
せ
、
昼
飯
八
郎
兵
衛
内
に
て
若
者
中
一
同
へ
喰
セ
、
市
平
殿
女
房

　
　
参
り
、
よ
祢
・
亡
ん
右
之
支
度
二
か
・
り
、
ど
ん
た
く
二
付
忠
八
・
と
み
手

　
　
習
休
（
中
略
）
八
ツ
時
過
雨
少
ミ
ち
ら
し
、
八
ツ
時
若
者
中
山
神
様
前
6
雨
か

　
　
へ
る
引
出
し
、
家
内
一
同
昼
後
休
見
物
二
行
、

　
右
の

よ
う
に
神
楽
奉
納
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
従

来
奉
納
行
事
に
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
雨
蛙
」
が
登
場
し
て
い
る
。
「
家
内
　
同

昼
後

休
」
わ
ざ
わ
ざ
見
物
に
行
く
と
注
記
す
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
従
来
行
わ
れ
な

か
っ

た

奉
納
行
事
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
雨
蛙
と
い
っ
て
も
ど
の
よ
う
な
も
の
で
作

っ

た
も
の
か
は
分
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
山
神
の
堂
宇
に
納
め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
堂
宇

か

ら
引
き
出
す
儀
式
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
久
期
の
雨
乞
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
形
態
が
変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
最
大
の
変
化
は
藩
主
に
よ
る
雨

乞
祈
祷
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
藩
主
に
よ
る
雨
乞
祈
祷
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
旧
久
留
里
藩
領
下
諸
村
に
お
け
る
雨
乞
の
「
核
」
が
な
く
な
っ
た
と
い

っ

て

よ
い
。
雨
乞
の
開
始
も
前
述
の
よ
う
に
近
世
に
あ
っ
て
は
藩
主
の
雨
乞
祈
祷
が

契
機
と
な
っ
て
村
方
で
も
行
わ
れ
た
が
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
村
一
同
の
相
談
に

基
き
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

日
記
の
六
月
四
日
の
条
に
は
天
朝
様
よ
り
雨
乞
を
仰
付
ら
れ
た
と
あ
る
も
の
の
こ

の

命
令
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
不
分
明
で
あ
る
し
、
そ
の
後
の
雨
乞
に
天

朝
様
は
登
場
し
な
い
。
例
え
登
場
し
た
と
し
て
も
久
留
里
藩
主
の
存
在
か
ら
見
れ
ば

天

朝
様
は
遙
か
遠
い
所
に
位
置
し
、
一
村
の
一
地
域
の
雨
乞
を
指
揮
す
る
、
ま
た
は

象
徴
と
な
る
こ
と
は
時
期
か
ら
み
て
も
あ
り
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
右
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
八
月
一
七
日
に
は
箕
輪
村
と
青
柳
村
が
合
同
で
雨
乞
を

実
施

す
る
が
、
そ
の
奉
納
行
事
の
内
容
は
注
目
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
村
の

雨
乞

は
次
の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
三

の

わ

村
・
青
柳
村
両
村
二
て
大
雨
乞
致
、
龍
を
推
ひ
浦
田
村
妙
見
様
へ
引

　
　
参

り
、
右
二
付
見
物
二
行
、
市
平
殿
父
仁
右
衛
門
殿
、
父
孫
弐
人
連
行
、
新

　
　
右
衛
門
殿
父
孫
連
、
勘
右
衛
門
母
孫
連
、
長
左
衛
門
殿
・
仲
右
衛
門
殿
・
八
十

　
　
八
殿
御
家
母
き
右
之
人
さ
行
、
四
ツ
半
時
頃
箕
輪
村
・
青
柳
村
両
村
先
手
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帽
力
）

　
　
丸
の

亡
た
を
立
、
次
具
足
着
し
馬
乗
、
■
帷
子
を
さ
か
ん
も
り
か
む
り
馬
乗
、

　
　
馬
七
疋
、
赤
黒
人
出
長
短
を
致
し
、
続
き
龍
を
引
、
見
物
人
多
出
九
ツ
時
前
妙

　
　
見
様
へ
着
御
祈
祷
致
、
龍
躰
之
内
へ
仕
込
神
楽
奉
納
つ
る
き
を
舞
、
奉
納

　
ヲ
ハ
ツ
テ

　
　
早
而
亦
龍
を
引
帰
り
、
九
ツ
時
過
市
場
町
を
通
、
夫
6
箕
輪
村
へ
帰
り
、

　
箕
輪
村
と
青
柳
村
は
旧
久
留
里
藩
領
下
の
村
で
あ
り
大
谷
村
か
ら
は
程
遠
か
ら
ぬ
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所
に
位
置
し
近
村
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
雨
乞
に
関
す
る
奉
納
行
事
の
内
容
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
大
谷
村
の
場
合
と
は
あ
ま
り
に
も
異
る
と
い
っ
て
よ
い
。
同

一
領
内
で
あ
っ
て
も
雨
乞
の
内
容
が
ま
っ
た
く
異
ろ
う
と
不
思
議
は
な
い
が
、
両
村

合

同
に
よ
る
雨
乞
行
事
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
雨
乞
行
事
の
内
容
の
す
べ
て

が
近
世
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
両
村
合
同
の
雨
乞
行
事
の
内
容
に
は
不
明
な
部
分
も
あ
る

が
、
「
日
の
丸
の
亡
た
」
、
「
具
足
」
を
着
し
て
の
乗
馬
、
さ
ら
に
「
■
帽
子
」
等
々

は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
雨
乞
行
事
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず

日
の
丸
で
あ
る
が
、
日
の
丸
が
国
旗
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
は
明
治
三
年
の
こ
と
で

あ
る
。
但
し
国
旗
と
い
っ
て
も
商
船
・
軍
艦
用
の
国
旗
と
し
た
も
の
で
厳
密
に
は
国

旗

と
は
言
え
ぬ
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
日
の
丸
が
日
本
人
の
生
活
の
中
に
入
り
込

ん

で

い
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
箕
輪
村
と
青
柳
村
合
同
の

雨
乞
に
日
の
丸
が
登
場
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
両
村
先
手
日
の
丸
の
亡
た

を
立
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
日
の
丸
は
雨
乞
行
事
の
新
た
な
る
象
徴
に
な
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　
具

足
・
馬
乗
・
烏
帽
子
な
ど
は
武
士
身
分
の
廃
止
さ
れ
た
近
代
に
な
っ
て
可
能
に

な
っ
た
紛
装
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
尤
こ
う
し
た
紛
装
は
既
に
他
所
で
行
わ
れ
て

い

た
も
の
を
真
似
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
具
足
を
着
け
た
人
々
が
近
世
の
祭
礼
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

巻
等
に
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
、
『
描
か
れ
た
祭
礼
』
に
よ
っ
て
み
る
と
、

具
足

を
つ
け
て
武
士
の
装
い
を
し
た
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
大
体
母
衣
武
者
の

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
祭
礼
絵
巻
に
母
衣
武
者
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
○

稲
荷
祭
絵
巻
（
伏
見
神
社
）
　
近
世
中
期
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

　
○

日
吉
山
王
祭
礼
絵
巻
　
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
蔵

　
○

穴
師
坐
兵
主
神
社
祭
礼
絵
巻
　
近
世
　
奈
良
県
桜
井
市
穴
師
坐
兵
主
神
社
蔵

　

○
宮
嶋
祭
礼
図
屏
風
　
近
世
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　
右
の
絵
画
に
描
か
れ
て
い
る
母
衣
武
者
は
近
世
前
よ
り
伝
統
的
に
祭
礼
行
事
の
中

に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
祭
礼
を
構
成
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
箕
輪
村
・
青
柳
村
合
同
の
雨
乞
に
登
場
し
た
旦
ハ
足
以
下

の

紛
装
は
近
世
よ
り
伝
統
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
近
代
に
至
っ
て

雨

乞
行
事
に
導
入
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
近

世

よ
り
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
「
龍
」
と
み
ら
れ
る
が
、
「
龍
躰
之

内
へ
仕
込
神
楽
奉
納
つ
る
き
を
舞
」
と
い
う
の
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
想
像
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
も
近
代
に
至
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
明
治
一
九
年
⊥
ハ
月
に
も
雨
乞
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
行
事
は
神
楽
と
百

万
遍

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
雨
乞
行
事
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
「
ア
ン
バ
様
」
で
あ
る
。

　
　
六

月
廿
九
日
　
天
キ
（
中
略
）
今
日
村
一
同
雨
乞
御
祈
祷
あ
り
、
昨
夜
雨
ふ
り
、

　
　
今

朝
ふ
り
十
時
過
止
（
中
略
）
村
一
同
雨
乞
、
酒
半
樽
呑

　
　
六

月
三
十
日
　
天
キ
く
も
り
（
中
略
）
今
日
雨
乞
神
楽
・
百
ま
ん
あ
り
、
百
ま

　
　
ん

口

申
さ
ず
、
暮
方
若
者
中
一
同
あ
ん
ば
様
か
づ
き
巡
行
、
第
一
番
に
朝
生
忠

　
　

八

宅
へ
か
つ
き
来
り
、
雨
乞
成
就
・
五
穀
成
就
目
出
度
様
与
ゑ
さ
め
、
忠
八

　
　

6
御
神
酒
上
ケ
一
同
呑
、
猶
亦
ゑ
さ
め
機
嫌
能
帰
り
、
夫
6
村
惣
代
人
江
沢
銀

　
　

治
郎
宅
へ
巡
行

　

明
治
二
年
の
日
乞
の
時
は
ア
ン
バ
様
を
担
ぎ
出
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
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興
奮
し
た
若
者
の
一
部
が
こ
れ
を
担
ぎ
出
し
た
た
め
、
若
者
惣
代
ら
が
判
頭
中
に
陳

謝

し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
雨
乞
で
は
ア
ン
バ
様
を
担
ぎ
、
村
内
の

有
力
者
の
家
々
を
巡
行
し
て
お
り
、
迎
え
る
側
の
家
で
は
酒
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

　
雨

乞
は
そ
の
後
明
治
二
四
年
八
月
に
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
雨
乞
に
関
す
る
日
記

の

記
述

は
少
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
八

月
十
七
日
　
昨
夜
6
今
朝
迄
雨
ふ
り
上
口
口
口
天
キ
（
中
略
）
今
日
村
一
同

　
　
雨
乞

御
祈
祷
神
楽
百
ま
ん
、
午
後
朝
生
八
郎
兵
衛
天
王
様
へ
行
（
中
略
）
雨
乞

　
　

酒
代
十
二
菱
出
ス

　
日
照
り
の
状
態
が
深
刻
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、
雨
乞
の
行
事
も
規
模
が
小
さ
く
、

従
っ
て
記
述
も
こ
の
程
度
に
な
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
雨
乞

の

よ
う
な
行
事
は
年
を
追
う
ご
と
に
縮
小
し
、
や
が
て
消
滅
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
と
い
う
の
は
、
多
く
の
人
々
が
…
体
と
な
っ
て
行
う
行
事
の
こ

と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
生
活
形
態
の
変
化
に
よ
り
村
人
が
行
事
に
参
加
し
に

く
く
な
っ
て
く
る
し
、
祭
礼
と
異
り
日
時
が
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
消
滅
の
度
を
早
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
二
⊥
ハ
年
八
月
に
は
御
し
め
り
祝
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
村
人
の
全
員
参
加

と
い
う
よ
り
、
村
内
の
家
々
か
ら
は
酒
や
金
が
提
供
さ
れ
、
行
事
は
若
者
中
に
よ
っ

て

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
八

月
七
日
　
天
キ
（
中
略
）
今
日
村
一
同
御
し
め
り
祝
ひ
、
若
者
中
神
楽
奉
納
、

　
　
村

内
6
酒
呉
ル
モ
有
、
金
ヲ
呉
ル
モ
有
、
天
王
様
こ
て
男
女
共
呑
ミ

　
右
の
御
し
め
り
祝
は
村
内
若
者
中
と
若
い
女
性
達
の
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

も
な
っ
て
い
た
。
元
来
行
事
の
場
は
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

が
、
そ
れ
が
従
の
立
場
か
ら
よ
り
表
面
化
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　
大
谷
村
の

雨
乞

に
関
わ
る
諸
行
事
は
神
楽
・
百
万
遍
な
ど
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ

て

い

る
が
、
そ
の
形
式
や
具
体
的
内
容
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
に
応
じ
て

変
化
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
時
代
の
流
行
を
、
ま
た
は
村
人
の
目
に
新
し
い
も

の

興
味

あ
る
も
の
と
映
じ
た
も
の
は
積
極
的
に
伝
統
行
事
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
大

谷
村
及
び

そ
の
周
辺
地
域
に
あ
っ
て
は
幕
末
維
新
期
に
特
に
そ
の
変
化
、
新
し
い
も

の

の

受
容
が
著
し
か
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
伝
統
行
事
・
伝
統
芸
能
は
古
く
よ
り
の
形
式
を
伝
え
て
い
る
地
域
も
あ
ろ
う
が
、

大
谷
村

に
み
る
よ
う
に
多
様
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
と
い
う
の
が
一
般
的
で
は
な
か

っ

た
ろ
う
か
。
例
え
ば
千
葉
県
に
お
け
る
そ
の
一
例
と
し
て
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

財
の

「

お

ら
ん
だ
楽
隊
」
が
あ
る
。
お
ら
ん
だ
楽
隊
は
『
千
葉
県
の
文
化
財
』
に
よ

れ
ば

　
　
　

毎
年
四
月
一
四
、
一
五
日
の
香
取
神
宮
例
祭
と
、
＝
月
三
〇
日
の
大
祭
、

　
　
お
よ
び
午
年
の
神
幸
祭
に
演
じ
ら
れ
る
一
種
の
「
難
子
」
で
あ
る
。
通
称
を
オ

　
　

ラ
ン
ダ
楽
隊
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
期
に
洋
楽
を
古
来

　
　
の

神
楽
に
と
り
入
れ
た
の
が
特
色
で
あ
る
。

　
　
　
　

（中
　
略
）

　
　
　
本
県
の
神
事
芸
能
の
う
ち
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
大
成
し
て
き
た
芸
能
の

　
　
典
型

の

一
つ
で
あ
る
。

　

と
あ
り
、
幕
末
維
新
期
に
こ
う
し
た
行
事
に
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

94



上総国望陀郡大谷村における加持・祈祷

二
　
神
　
楽

日
近
世
の
神
楽

　
雨

乞
を
始
め
と
し
て
大
谷
村
の
村
内
諸
行
事
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
神

楽
で
あ
っ
た
。
近
世
の
神
楽
と
い
っ
て
も
笛
や
太
鼓
の
演
奏
方
法
や
舞
に
つ
い
て
言

及

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
朝
生
家
日
記
の
内
容
も
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
認

め

ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
年
間
の
行
事
の
中
に
神
楽
が
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た

の

か
、
さ
ら
に
神
楽
の
運
営
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
朝
生
家
日
記
は
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
一
年
通
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

そ
の
た
め
安
政
五
年
の
日
記
を
も
と
に
適
宜
他
の
年
代
の
日
記
を
利
用
し
て
神
楽
に

関
す
る
一
年
間
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
い
。
な
お
安
政
五
年
の
日
記
の
残
存
状
況
は

次
の

通
り
で
あ
る
。

　

〇
一
月
二
八
日
の
途
中
か
ら
五
月
二
五
日
の
途
中
迄

　
〇

六

月
八
日
の
途
中
か
ら
九
月
二
〇
日
の
途
中
迄

　
〇

九

月
二
〇
日
か
ら
一
二
月
三
〇
日
迄

　
以
上

安
政
五
年
の
日
記
は
全
三
冊
か
ら
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
～
五
月
、

六

～
九
月
の
日
記
は
そ
れ
ぞ
れ
前
後
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
神
楽
を
実
質
的
に
演
じ
、

運
営

す
る
の
は
若
衆
‖
若
者
組
で
あ
る
の
で
、
若
者
組
に
関
す
る
記
事
も
あ
る
程
度

日
記
の
中
か
ら
摘
出
し
て
お
い
た
。

（安
政
五
年
）

　
　
二

月
四
日
　
若
衆
春
祈
祷
始
メ
、
自
分
宿
同
日
迎
郷
村
文
吉
参
り
腰
越
村
一
郎

左
衛

門
参
り
泊
り
、
祝
儀
弐
百
文
若
衆
へ
遣
し
、
一
同
席
二
而
馳
走
相
成
候
、

皆
一
同
神
酒
相
済
休
、

二

月
五
日
　
同
日
若
衆
一
同
春
祈
祷
二
付
役
人
判
頭
中
神
酒
被
下
、
是
二
付

一
座
連

中
銭
三
百
文
祝
義
二
遣
し
、
是
ハ
八
郎
兵
衛
立
替
、

二

月
七
日
　
夜
入
若
衆
一
同
春
祈
祷
仕
舞
、
其
後
口
峯
念
仏
宿
致
男
女
共
参
り

相
済
、
卯
之
助
春
祈
祷
入
用
三
百
三
十
八
文
出
、

三

月
二
日
　
若
衆
世
話
人
聾
…
か
や
無
心
参
り
、

六

月
十
日
　
朝
飯
後
川
谷
村
虫
除
明
神
順
行
あ
り
、
廻
状
参
り
主
留
主
二
付

組
頭
五

郎
右
衛
門
殿
へ
も
と
持
参
致
写
取
貰
申
候
、
（
中
略
）
九
ツ
半
時
神
主

様
両
掛

ケ
参
り
、
其
後
組
頭
五
郎
右
衛
門
殿
参
り
居
候
処
、
川
谷
村
6
村
境
迄

参
り
居
候
二
付
、
御
迎
ひ
参
り
呉
候
様
田
中
若
者
参
り
呉
申
候
、
夫
6
出
戸

村
境
迄

名
主
・
組
頭
・
村
若
者
共
迎
ひ
参
り
、
天
王
様
へ
納
、
神
主
様
江
亡

酒

食
差
上
、
此
時
清
三
郎
殿
・
五
郎
右
衛
門
殿
・
名
主
立
会
進
上
申
候
、
酒
五

合
、
切
こ
ふ
十
六
文
、
か
ぼ
ち
や
三
拾
弐
文
、
白
米
五
合
、
八
郎
兵
衛
夕
刻
天

王

様
へ
参
り
不
寄
二
付
神
主
様
へ
願
一
夜
泊
り
仕
候
、
夜
中
雨
ふ
り
、

六

月
十
一
日
　
虫
除
明
神
順
行
、
組
頭
・
名
主
立
会
、
神
主
朝
飯
進
上
、
天
王

様
へ
参
宝
楽
あ
り
、
御
初
穂
百
文
八
郎
兵
衛
出
、
一
同
御
神
酒
致
順
行
、
夫
6

神
主
様
中
食
致
、
其
後
七
ツ
時
迄
川
二
而
若
衆
勇
ミ
、
夫
6
瀧
村
江
順
行
い
た

　
　
　
　
　
　
（
遅
）

し
、
瀧
村
出
張
を
そ
し
故
、
山
田
村
見
せ
前
迄
送
り
、
直
二
一
同
帰
り
、
天

王
二
而
村
中
五
穀
成
就
御
祈
祷
村
相
談
口
口
あ
り
、
年
寄
中
百
ま
ん
べ
ん
、
若

者

神
楽
御
神
酒
金
弐
分
ト
弐
斗
恵
ひ
す
や
6
取
、
酒
五
升
代
弐
朱
是
ハ
若
衆

願
二
付
虫
除
明
神
順
行
二
付
御
神
酒
遣
し
、
夜
入
神
楽
帰
り
、
明
日
日
ま

95



国立歴史民俗博物館研究報告　第70集（1997）

ち
二
付
錺
置
、
明
日
仕
舞
度
義
申
錺
置
帰
り
申
候
、

六

月
十
二
日
　
日
ま
ち
休
若
衆
斗
、

⊥ハ
月
十
五
日
　
昼
時
若
者
と
も
天
王
様
祭
礼
入
用
願
二
参
り
申
候
二
付
、
帳

面
預
り
置
申
候
、

六

月
十
六
日
　
朝
三
拾
七
文
卯
之
助
若
衆
廻
り
セ
ん
出
、

六

月
廿
四
日
　
早
朝
日
乞
二
付
日
ま
ち
呼
ら
せ
、
村
中
若
者
神
楽
、
年
寄
百

ま
ん
、

七

月
八
日
　
五
ツ
半
時
与
兵
衛
・
弥
左
衛
門
弐
人
村
一
同
相
談
之
上
日
乞
御
祈

祷

仕
度
願
二
付
、
惣
代
二
而
参
り
村
一
同
相
談
二
御
座
候
ハ
・
、
宜
敷
事
二
而

日
待
呼
ら
せ
願
二
付
年
寄
百
ま
ん
、
若
者
神
楽
村
神
ミ
奉
納
、
酒
食
金
弐
分

分
弐
斗

村
一
同
呑
、
恵
ひ
す
や
6
取
（
中
略
）
夜
入
神
楽
帰
り
、

七

月
十
六
日
昼
時
後
組
頭
弐
人
八
平
一
条
井
風
除
神
酒
談
事
両
用
兼
参
り

（中
略
）
村
方
一
同
風
除
評
定
取
極
り
、
常
吉
を
呼
村
方
へ
為
触
、

七

月
十
七
日
　
早
朝
掃
除
、
朝
食
後
脇
畑
草
と
り
、
主
・
も
と
・
そ
め
三
人
半

日
、
半
日
風
除
二
付
家
内
一
同
休
、
昼
前
組
頭
清
三
郎
殿
村
中
一
同
呑
酒
取

行
呉
申
候
、
酒
壱
本
代
金
三
分
弐
朱
針
謝
肚
臥
両
弐
分
恵
ひ
す
や
6
取
呑
、
若
者
共

神
楽
村
三
社
奉
納
、
二
百
十
日
ハ
七
月
廿
四
日
也
（
中
略
）
夜
入
神
楽
帰
り
、

七

月
廿
五
日
　
主
早
朝
掃
除
、
朝
飯
時
若
者
頭
吉
左
衛
門
、
惣
代
清
蔵
村
大
鼓

取

替
相
談
二
付
向
町
幸
治
郎
参
り
候
二
付
、
右
大
鼓
御
か
し
被
下
候
与
持
参

被
成
候
、

八

月
八
日
　
夜
入
村
神
楽
大
太
鼓
新
規
取
替
之
義
二
付
、
若
者
共
世
話
人
・

組
頭
弐
人
立

会
之
上
呼
、
如
何
之
取
斗
い
た
し
候
哉
相
尋
候
処
、
私
共
義
取
斗

方
不
行
届
候
段
、
村
方
役
人
中
へ
宜
敷
御
頼
ミ
申
度
与
口
上
御
座
候
二
付
、

名
主
・
組
頭
相
尋
之
上
、
左
様
な
ら
亡
判
頭
中
へ
口
許
方
可
申
出
候
様
申
聞
、

承
知
之
口

帰
り
、
若
者
共
せ
話
人
吉
左
衛
門
・
角
右
衛
門
、
惣
代
利
右
衛
門
参

り
、八

月
十
六
日
　
掃
除
い
た
し
居
候
処
江
若
者
共
世
話
人
角
右
衛
門
、
向
町
幸

　
　
　
　
　
　
　
（
負
脱
力
）

治
郎
連
れ
大
太
鼓
背
せ
参
り
申
候
亡
、
昨
日
太
鼓
持
参
可
致
候
処
、
雨
天
二

付

今

日
持
参
致
候
間
、
宜
敷
与
申
候
二
付
、
早
速
三
役
人
勘
定
人
一
同
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
蔵
力
）

合

井
若
者
共
世
話
人
角
右
衛
門
・
吉
左
衛
門
惣
代
晴
吉
・
兼
吉
、
判
頭
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尤
力
）

伊
右
衛

門
・
仁
左
衛
門
参
り
、
右
太
鼓
相
改
申
候
処
、
宜
敷
義
二
付
然
モ
御

停

止
二
付
打
見
度
義
亡
不
相
成
、
何
れ
御
停
止
相
済
候
上
、
急
度
代
金
相
払

可

申
候
義
取
極
メ
、
壱
柄
太
鼓
代
金
壱
両
二
分
之
処
、
鳴
悪
敷
二
付
取
替
故

金

三

分
遣

し
取
替
之
引
合
此
度
三
分
之
内
弐
分
右
御
方
立
会
之
上
相
渡
シ
申
候
、

残
壱
分
之

義
ハ
御
停
止
済
之
上
相
渡
シ
可
申
候
、
乍
去
若
者
せ
話
人
之
取
斗
も

可

有
之
義
、
五
ケ
年
之
引
請
一
札
取
置
申
候
約
定
仕
候
間
、
此
書
付
持
参
い
た

し
候
ハ
・
、
右
残
金
壱
分
之
処
取
斗
可
申
候
義
申
聞
取
極
メ
、
右
太
鼓
一

条
二
付
判
頭
衆
・
若
者
中
御
せ
話
之
事
故
酒
弐
升
仁
兵
衛
殿
6
取
進
上
申
候

事
、八

月
十
九
日
　
村
神
楽
大
太
鼓
取
替
代
向
町
幸
治
郎
江
渡
シ
、

九

月
八
日
　
夜
飯
後
若
者
世
話
人
吉
左
衛
門
・
角
右
衛
門
弐
人
立
沢
村
持
山
当

時
若
者
共
へ
御
ま
か
せ
被
下
候
二
付
、
今
日
か
り
取
仕
候
、
此
段
申
上
候
、

右
二
付
場
所
焼
取
度
奉
願
上
候
与
申
出
候
二
付
、
何
れ
評
義
之
上
沙
汰
可
致

候
事
二
而
帰
シ
申
候
、
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九

月
廿
八
日
　
若
者
共
せ
ハ
人
角
右
衛
門
・
吉
左
衛
門
祭
礼
之
次
第
ヲ
聞
二

参
り
、

九

月
廿
日
　
若
者
頭
世
話
人
角
右
衛
門
殿
・
吉
左
衛
門
殿
例
年
之
通
神
酒
差
上

度

義
あ
い
さ
つ
可
仕
事
二
而
帰
り
申
候
、
（
中
略
）
夕
刻
若
者
共
世
話
人
神
酒

被
下
候

義
無
自
躰
頂
戴
可
致
候
義
名
主
・
組
頭
弐
人
若
者
共
世
話
人
弐
人
五

人
二
而
神
酒
三
升
ツ
・
遣
し
、
肴
之
義
亡
若
者
共
二
而
く
る
り
6
買
、
代
セ
ン

五
人

わ
り
合
可
致
候
約
束
仕
候
、

十
月
朔
日
　
夕
刻
若
者
共
神
酒
五
人
6
去
ル
計
日
約
束
之
通
酒
三
升
ツ
・
取
口

口
持
明
院
二
而
若
者
共
一
同
神
酒
仕
候
、

十
一
月
七
日
　
早
朝
日
ま
ち
呼
ら
せ
、
朝
飯
後
主
天
王
様
江
参
り
、
村
一
同

家
主
方
一
同
よ
せ
、
白
山
様
・
妙
見
様
両
社
江
手
訳
二
流
行
病
気
心
願
御
礼

参
り
行
、
右
一
同
昼
時
帰
り
、
若
者
共
村
神
ミ
神
楽
奉
納
御
停
止
二
付
、
神

楽
ノ
宮
ハ
持
参
不
致
神
楽
太
鼓
斗
、
夕
刻
村
一
同
寄
手
口
之
酒
村
方
6
集
メ
申

候
亡
御
神
酒
仕
候
、

十

二

月
十
六
日
　
夜
入
判
頭
衆
中
山
神
部
多
・
大
部
多
山
払
代
金
割
出
シ
之
相

談
二
寄
セ
、
相
談
之
上
割
出
之
義
取
極
メ
、
此
時
御
停
止
明
二
付
白
山
宮
6

神
事
之
通
り
神
楽
持
参
不
被
下
候
様
廻
文
参
り
候
二
付
、
判
頭
中
相
談
之
上

神
楽
持
参
可
致
相
談
取
極
メ
一
同
帰
り
申
候
、

十

二

月
十
七
日
　
九
ツ
時
若
者
中
寄
合
、
神
楽
出
シ
白
山
江
奉
納
二
可
参
与

天
王

様
迄
持
参
致
候
処
、
若
者
中
小
人
之
事
ゆ
へ
神
楽
持
参
不
致
、
但
一
同
代

参
二
行
、

（安
政
四
年
）

　

九

月
廿
四
日
　
夜
入
若
者
共
神
楽
稽
古
始
メ
、

　

九

月
廿
九
日
　
其
後
若
者
共
一
同
集
ま
り
白
山
へ
例
年
之
通
祭
礼
奉
納
神
楽
八

　

ツ
時
持
参
い
た
し
候
、

　

九

月
廿
日
　
其
節
村
一
同
若
者
中
神
楽
千
秋
楽
二
参
り
居
申
候
、
夫
6
男
女

　

集

ま
り
種
ミ
物
ま
ね
い
た
し
、
後
世
三
人
参
り
、
弥
千
秋
楽
相
済
候
節
、
夜
七

　

ツ

時
成
り
、

　

十

月
八
日
　
主
風
除
御
祈
祷
村
方
6
願
之
趣
組
頭
へ
参
り
相
談
之
上
、
日
待
呼

　

セ

申
候
、
（
中
略
）
其
時
村
一
同
若
者
共
神
楽
二
付
一
同
寄
合
、
夫
楡
若
者
一

　

同
神
楽
奉
納
二
参
り
（
中
略
）
其
後
川
谷
村
浄
蓮
院
様
御
祈
祷
御
出
を
待
居

　

候

処
、
七
ツ
半
時
御
出
無
御
坐
候
二
付
、
主
天
王
様
江
参
、
村
一
同
若
者
中

　

神
楽
奉
納
い
た
し
、
夕
刻
村
一
同
御
神
酒
い
た
し
居
候
処
、
浄
蓮
院
様
御
出
被

　

遊

御
祈
祷
致
呉
申
候
、
夫
6
御
神
酒
進
上
、
夜
入
帰
り
申
候
、

　

十

月
十
九
日
　
早
朝
組
頭
弐
人
御
殿
様
御
上
覧
神
楽
井
新
町
左
京
上
京
勧
化

　

村

方
へ
相
談
致
候
（
中
略
）
同
日
夜
入
参
会
、
村
一
同
御
殿
様
冶
御
殿
神
楽
奉

　

納
被
　
仰
付
候
相
談
井
新
町
左
京
殿
上
京
勧
化
相
談
仕
候
、
一
同
承
知
之
上

　

帰
り
申
候
、

　

十

月
廿
二
日
　
夫
6
御
城
内
へ
神
楽
御
殿
様
御
上
覧
之
一
条
申
上
二
参
り
申

　
候
、

　

十
一
月
三
日
　
四
ツ
時
若
者
世
話
人
惣
代
七
左
衛
門
・
喜
兵
衛
右
四
人
神
楽
稽

　

古
入
用
之
義
願
参
り
井
神
楽
宮
改
仕
候
、

　

十
一
月
六
日
　
同
日
神
楽
稽
古
仕
舞
、
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十
一
月
十
五
日
　
早
朝
御
殿
様
神
楽
御
上
覧
二
付
、
村
若
者
三
十
人
、
案
内

壱
人

組
頭
佐
左

衛
門
、
夕
刻
伝
兵
衛
殿
く
る
り
迄
参
り
、
挑
灯
持
市
之
助
、
夜

入

神
楽
帰
り
、

十
一
月
十
七
日
　
若
者
共
世
話
人
惣
神
楽
入
用
前
願
口
口
其
後
組
頭
両
人
呼
右

若
者
願
之
一
条
組
頭
江
咄
し
、
組
頭
申
候
亡
、
何
れ
入
用
帳
出
セ
、
其
上
二
而

取
斗
可

申
候
与
申
ス
ニ
付
、
若
者
共
世
話
人
惣
代
呼
、
其
節
入
用
帳
出
べ
く

義
を
申
付
帰
シ
申
候
、
其
後
組
頭
両
人
帰
り
、
夜
入
若
者
世
話
人
入
用
帳
持
参

致
申
候
二
付
、
預
り
置
申
候
、

十
一
月
廿
日
　
早
朝
嘉
右
衛
門
参
り
、
前
神
楽
御
上
覧
之
節
、
佐
左
衛
門
勝
手

を
以
参
り
口
届
取
訳
り
も
無
之
候
二
付
、
御
殿
様
送
り
ニ
ハ
参
り
兼
候
間
、

左

様
二
御
召
役
可
被
成
候
、
右
二
付
寺
役
五
郎
右
衛
門
殿
へ
御
咄
合
二
い
た
し
、

其
上
佐
左
衛
門
殿
へ
願
置
申
帰
り
、

十
一
月
廿
三
日
　
其
後
村
一
同
相
談
之
上
、
病
人
多
神
を
う
し
い
た
し
呉
候
様

相
談
之
上
、
村
惣
代
仁
左
衛
門
殿
・
久
蔵
・
伊
右
衛
門
三
人
神
を
う
し
二
参

　
　
　
　
　
　
　
⌒
神
力
）

り
呉
候
処
、
天
王
様
身
木
二
釘
打
有
之
、
山
神
宮
身
木
切
御
腹
立
二
付
、
三

日
御
祈
祷
可
致
候
内
談
、
九
ツ
時
同
日
早
朝
6
御
日
待
、
九
ツ
時
村
一
同
相
談

之
上

神
事
神
楽
奉
納
、
寺
院
宝
楽
い
た
し
、
夕
刻
天
王
様
二
而
村
一
同
御
神
酒

い
た

し
、
夜
入
帰
り
、

十
一
月
廿
七
日
　
同
日
天
王
様
二
而
御
祈
祷
御
座
候
、
寺
院
宝
楽
被
下
候
（
中

略
）
村
若
者
共
神
楽
奉
納
之
支
度
二
参
り
、
夫
6
神
事
神
楽
持
参
、
同
時
川

谷
村
浄
蓮

院
様
御
祈
祷
参
り
申
候
、
天
王
様
二
而
七
ツ
時
惣
村
一
同
御
祈
祷
相

済
申
候
、

　
　

十
一
月
廿
九
日
　
其
後
神
楽
稽
古
入
用
帳
調
方
訳
り
兼
候
二
付
、
若
者
せ
話

　
　

人
惣
代
呼
、
其
節
せ
話
人
辰
治
郎
・
惣
代
伝
吉
参
り
、
右
入
用
帳
仕
立
直
し
申

　
　
渡
シ
帰
シ
申
候
、

　
　
十
一
月
計
日
　
其
後
判
頭
中
一
同
参
り
村
安
全
御
祈
祷
神
楽
湯
花
二
而
可
仕
候

　
　
評

義
取
極
り
（
中
略
）
其
節
若
者
せ
話
人
清
吉
・
辰
治
郎
・
惣
代
弥
市
・
平
吉

　
　
・
喜
平
右
之
者
中
神
楽
稽
古
入
用
帳
持
参
い
た
し
、
役
人
一
見
い
た
し
多
分
入

　
　
用
之
義
ハ
一
応
訳
合
申
聞
、
其
上
伝
兵
衛
殿
訳
合
承
知
い
た
し
、
判
頭
中
へ
披

　
　
露
之

上
、
右
入
用
帳
を
名
主
方
二
預
り
置
申
候
、
其
後
組
頭
弐
人
、
名
主
・

　
　
市

平
・
伝
兵
衛
・
勘
蔵
酒
呑
仕
候
、
酒
壱
升
若
者
共
神
楽
御
上
覧
之
節
、
く
る

　
　

り
6
酒
貰
請
申
候
内
被
下
候
酒
豆
腐
一
丁
半
仁
兵
衛
6
取
中
食
、
白
米
弐
升
四

　
　

合
入
郎
兵
衛
・
五
郎
右
衛
門
’
又
右
衛
門
弐
人
、
川
谷
村
江
湯
花
致
神
主
様

　
　
を
頼
ミ
参
り
呉
申
候
、

　
　

十
二
月
朔
日
　
主
早
朝
白
山
宮
へ
参
詣
（
中
略
）
夫
6
村
一
同
御
祈
祷
神
楽
湯

　
　
花
天
王

様
二
而
神
事
へ
上
、
酒
壱
分
恵
ひ
す
や
6
取
、
御
神
酒
い
た
し
、
川
谷

　
　
村
白
熊
真
証
様
七
ツ
半
時
湯
花
上
ケ
、
夫
6
御
神
酒
上
ケ
、
夜
入
村
一
同
帰
り

　
　
申
候
、
一
金
弐
朱
也
川
谷
村
真
証
様
江
上
ケ
（
中
略
）
七
ツ
時
川
谷
村
真
証

　
　
様
御
出
、
夜
入
帰
り
、
七
ツ
時
伊
勢
御
抜
横
手
綱
吉
持
参
被
下
候
、

　
　
廿
四

日
　
主
内
二
帳
面
調
、
朝
辰
治
郎
・
清
吉
弐
人
神
楽
入
用
金
三
分
ト
九

　
　
百
五
十
壱
文
渡
シ
、

　
若
者
組
が
本
格
的
に
ま
た
は
行
事
の
中
心
的
役
割
を
担
う
の
は
二
月
上
旬
の
春
祈

祷
が

最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
二
月
四
日
が
春
祈
祷
初
日
で
役
人
判
頭
中
よ
り
若
者
組

へ
対

し
神
酒
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
春
祈
祷
は
七
日
迄
行
わ
れ
て
い
る
。
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六

月
一
〇
日
は
隣
村
川
谷
村
の
虫
除
明
神
の
巡
行
が
あ
り
、
名
主
・
組
頭
・
若
者

組
が
村
境

ま
で
迎
え
に
行
き
、
御
神
体
は
天
王
様
（
八
坂
神
社
）
へ
納
め
神
官
は
大

谷
村
の

饗
応
を
受
け
て
い
る
。
翌
日
若
者
ら
は
虫
除
明
神
を
次
村
に
送
り
出
し
て
い

る
。
虫
除
は
年
中
行
事
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
虫
除
明
神
の
巡
行
と
い

う
の
は
特
別
行
事
の
よ
う
で
あ
る
。
虫
除
巡
行
に
関
連
し
て
の
神
楽
奉
納
は
行
わ
れ

て

い

な
い
が
、
六
月
＝
日
虫
除
明
神
巡
行
後
大
谷
村
で
は
五
穀
成
就
の
祈
祷
が
行

わ
れ
、
年
寄
中
は
百
万
遍
を
、
若
者
中
は
神
楽
を
奉
納
し
て
い
る
。
若
者
中
へ
は
虫

除
明
神
の
世
話
、
神
楽
奉
納
に
対
し
て
御
神
酒
が
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
然

村
方
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
六

月
に
は
村
内
の
鎮
守
で
あ
る
八
坂
神
社
の
祭
礼
が
行
わ
れ
る
た
め
、
一
五
日
に

若
者
組
が
村
方
へ
祭
礼
入
用
を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
六
月
の
日
記
に
は
八
坂
神
社

祭
礼
に
関
す
る
記
述
は
無
い
。
二
四
日
に
日
乞
の
た
め
村
中
の
若
者
が
神
楽
を
年
寄

が

百
万
遍
を
奉
納
し
て
い
る
が
（
八
坂
神
社
へ
か
）
、
日
乞
行
事
が
こ
の
年
の
祭
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヤ

を
兼
ね
た
も
の
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
大
谷
の
民
俗
』
に
よ
れ
ば
八
坂
神
社
の

祭
礼
は
新
暦
の
六
月
二
八
日
と
九
月
二
九
日
に
行
わ
れ
、
前
者
は
「
テ
ン
ノ
マ
チ
」
、

後
者
は
「
ホ
ン
マ
ツ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
七

月
は
日
乞
と
風
除
の
行
事
に
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
風
除
は
七
月
一
六
日

に
村
方
一
同
の
評
定
で
翌
一
七
日
の
執
行
が
決
ま
り
、
若
者
達
は
村
内
三
社
に
神
楽

を
奉
納
し
て
い
る
。

　

若
者
組
に
と
っ
て
も
、
村
内
に
と
っ
て
も
最
大
の
行
事
の
一
つ
は
九
月
二
九
日
の

八
坂
神
社
・
白
山
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
が
、
安
政
五
年
の
日
記
か
ら
は
両
者
の
記
事

が

ほ
と
ん
ど
み
え
な
い
。
そ
れ
は
八
月
一
六
日
の
記
事
に
「
御
停
止
」
、
一
一
月
七

日
に
「
神
楽
奉
納
停
止
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
鳴
物
停
止
が
触
れ

出
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
に
お
け
る
幕
府
の
鳴
物
停
止
と
し
て
は

徳
川
家
定
莞
御
に
伴
う
鳴
物
停
止
が
あ
る
。
こ
れ
は
八
月
八
日
に
触
れ
出
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ほ
　

る
が
、
九
月
下
旬
に
は
免
じ
ら
れ
て
い
る
。
朝
生
家
日
記
に
よ
れ
ば
一
二
月
一
六
日

に
御
停
止
明
け
の
記
事
が
あ
り
、
停
止
明
け
の
時
期
に
開
き
が
あ
る
。
久
留
里
藩
に

お
い
て
も
鳴
物
停
止
の
対
象
と
な
る
出
来
事
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鳴
物
停
止

の

理

由
は
定
か
で
は
な
い
が
半
年
近
く
神
楽
奉
納
は
行
わ
れ
ず
、
一
二
月
一
六
日
停

止

明
け
に
伴
い
白
山
神
社
よ
り
神
楽
持
参
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
右
の
理
由
か
ら
八
月
以
降
若
者
組
に
よ
る
神
楽
の
記
事
を
安
政
五
年
の
日
記
に
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
そ
の
間
の
記
事
を
安
政
四
年
の
日
記
に
よ
っ
て
み

よ
う
。

　

九
月
二
四
日
に
若
者
組
は
神
楽
の
稽
古
を
始
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
九
日
の
祭

礼
に

向
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
祭
礼
の
翌
日
九
月
三
〇
日
に
神
楽
の
千
秋
楽
が
行

わ

れ
て

い

る
が
、
そ
の
場
所
は
名
主
で
あ
る
八
郎
兵
衛
宅
の
よ
う
で
あ
る
。
男
女
が

集
ま
っ
て
の
物
真
似
な
ど
村
内
に
お
け
る
男
女
間
の
交
流
の
様
子
を
垣
間
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
一
〇
月
一
九
日
は
久
留
里
藩
主
よ
り
神
楽
奉
納
が
命
ぜ
ら
れ
そ
の
相
談
を
行
っ
て

い

る
。
城
内
に
お
い
て
藩
主
の
上
覧
に
供
す
る
神
楽
で
あ
る
が
、
大
谷
村
だ
け
に
命

じ
ら
れ
た
も
の
か
、
領
内
各
村
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
＝
月
一

五

日
の
上
覧
の
記
事
を
み
る
と
大
谷
村
の
若
者
三
〇
人
が
城
内
に
入
り
神
楽
を
演
じ

て

い

る
が
他
村
に
関
す
る
記
述
は
一
切
み
ら
れ
な
い
。

　
一
一
月
下
旬
村
内
に
病
人
が
多
か
っ
た
ら
し
く
八
坂
神
社
に
お
い
て
二
三
日
に
神
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お
ろ
し
を
行
う
が
、
そ
の
際
奉
納
さ
れ
た
神
楽
は
「
神
事
神
楽
」
と
あ
り
、
こ
の
神

楽
が
特
別
な
神
楽
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
三
〇
日
に
行
わ
れ
た
神
楽

は
「
湯
花
二
而
可
仕
候
」
と
あ
り
、
湯
立
神
楽
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

右
の
よ
う
に
村
内
に
お
け
る
祭
礼
・
祈
祷
な
ど
神
事
全
般
に
亘
っ
て
神
楽
は
中
心

的
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、
そ
の
担
い
手
は
若
者
組
で
あ
っ
た
。
神
楽
を
も
含
ん
だ

若
者
組
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
の
は
当
然
村
役
人
等
で
あ
る
が
、
大
谷
村
‖
久
留

里

藩
領
村
全
体
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
‖
に
お
い
て
は
名
主
・
組
頭
な
ど
と
は
別
に

判
頭
と
呼
ば
れ
る
役
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
こ
の
判
頭
が
若
者
組
と
深
く
関
っ
て

い

た
ら
し
い
。

　
神
楽
は
基
本
的
に
は
若
者
組
の
者
達
が
自
主
的
に
稽
古
を
し
、
演
じ
て
い
た
わ
け

で

あ
る
が
、
明
治
六
年
五
月
一
七
日
の
条
に
よ
る
と
専
業
ま
た
は
専
業
的
立
場
に
あ

る
者
も
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
　
此

度
久
留
里
城
御
櫓
破
シ
被
仰
付
、
右
御
櫓
潰
し
候
処
、
何
二
者
か
毎
夜
不

　
　
意
二
さ
わ
き
、
三
味
線
之
声
、
大
鐘
之
音
一
通
り
な
ら
ず
、
右
二
付
丹
生
明

　
　

神
御
城
御
守
り
二
付
、
昨
日
6
御
祈
祷
、
就
而
ハ
丸
一
神
楽
太
夫
を
頼
稽
古

　
　
為
致
候
、
依
之
人
ミ
出
候
、
母
孫
と
み
を
連
御
城
山
へ
金
兵
衛
殿
女
房
、
作
兵

　
　
衛
殿
女

房
同
道
二
て
四
ツ
時
頃
御
城
山
へ
行
、

　
現
在
の

と
こ
ろ
専
業
ま
た
は
専
業
的
な
神
楽
に
関
す
る
記
述
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る

が
、
と
り
あ
え
ず
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

口
神
楽
の
現
状

神
楽
の
現
状
と
い
っ
て
も
筆
者
が
昭
和
六
一
年
九
月
二
九
日
に
俵
田
の
白
山
神
社

に

お
い
て
見
聞
し
た
神
楽
及
び
そ
れ
に
関
す
る
聞
き
書
き
が
中
心
で
あ
り
、
平
成
八

年
現
在
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
は
確
認
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
ロ
ザ

『

小
櫃

村
誌
』
に
よ
る
と
、
昭
和
五
〇
年
代
前
半
の
白
山
神
社
に
お
け
る
神
楽
奉
納

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
氏
子

中
俵
田
・
上
新
田
・
西
原
・
賀
恵
渕
・
三
田
・
長
谷
川
・
大
谷
の
七
部
落

　
　
が
最
近
ま
で
神
楽
を
奉
納
し
て
い
た
が
今
は
中
絶
の
状
態
で
あ
る
。
神
楽
の
本

　
　
体
は

獅
子
頭
で
奉
納
に
当
っ
て
は
舞
手
一
人
、
ハ
カ
マ
を
着
け
る
の
が
通
常
で

　
　
あ
と
か
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
い

　
　
後
被

り
と
称
し
て
胴
体
に
初
め
は
一
人
、
後
『
狂
』
の
段
階
に
は
三
人
で
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
ど

　
　
手
を
後
の
着
物
の
中
で
操
作
を
助
け
る
。
楽
器
は
大
鼓
　
、
小
大
鼓
二
、
笛
三

　
　
～
四
人
、
鐘
叩
一
人
の
構
成
で
舞
初
め
て
か
ら
狂
い
の
終
り
ま
で
で
大
体
四
十

　
　
分

内
外
の
演
技
で
あ
る
。
こ
の
殆
ん
ど
同
様
に
思
わ
れ
る
演
技
の
う
ち
に
も
三

　
　
通

り
あ
っ
た
。
流
派
に
よ
っ
て
神
楽
唄
が
異
り
更
に
普
通
狂
い
に
入
る
以
前
に

　
　
は
始
め
御
幣
を
持
ち
、
次
に
鈴
を
持
っ
て
す
る
が
御
幣
と
鈴
の
代
り
に
二
振
り

　
　
の
日
本
刀
を
持
っ
て
舞
う
『
剣
の
舞
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
主
と
し
て
大
谷
村
の

　
　
青
年
衆
の
特
技
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
実
に
勇
壮
で
奉
納
神
楽
の
中
で
も
深
く

　
　
印
象
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
獅
子
頭
に
は
鼻
の
黒
い
も
の
と
赤
い
も
の
が
あ

　
　
る
が
、
故
事
来
歴
は
一
寸
不
明
で
あ
る
。
西
原
と
三
田
部
落
は
房
州
磯
村
の
三

　

太

夫
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
き
い
た
が
詳
し
い
こ
と
は
分
っ
て
い
な
い
。
他

　
　
の
部
落
に
つ
い
て
も
同
様
に
分
っ
て
い
な
い
。

『

小
櫃
村

誌
』
に
よ
る
と
、
神
楽
は
現
在
中
絶
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
が
、
本
書
は

昭
和
五
三
年
の
発
行
で
あ
る
か
ら
こ
の
当
時
白
山
神
社
に
神
楽
奉
納
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
神
楽
の
内
容
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
繰
り
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返

す
こ
と
は
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
剣
の
舞
」
が
主
と
し
て
大
谷
村

青
年
衆
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
特
技
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
大
谷
村
が
特
技

と
す
る
剣
の
舞
と
は
明
治
六
年
八
月
一
七
日
に
箕
輪
村
と
青
柳
村

合

同
の
雨
乞
の
際
に
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
新
趣
向
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ

る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
大
谷
村
も
演
じ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に

周
囲
か
ら
大
谷
村
の
特
技
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
白
山
神
社
祭
礼
時
に
お
け
る
神
楽
奉
納
は
『
小
櫃
村
誌
』
出
版
の
時
点
で
は
中
絶

状
態
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
再
び
神
楽
奉
納
が
行
わ
れ
て
お
り
、
筆
者
ら
が

昭
和
六
一
年
九
月
二
九
日
に
白
山
神
社
の
祭
礼
を
調
査
し
た
時
に
は
神
楽
が
奉
納
さ

れ
て

い

る
。
調
査
と
い
っ
て
も
簡
単
な
メ
モ
を
採
っ
た
だ
け
で
曖
昧
な
部
分
が
多
い

が
そ
の
概
要
を
次
に
記
し
て
お
こ
う
。

　
白
山
神
社
の
祭
礼
は
儀
式
↓
ナ
オ
ラ
イ
↓
神
楽
の
順
で
進
め
ら
れ
る
が
、
祭
礼
の

一
番
の
盛
り
上
り
は
神
楽
で
あ
る
。
神
楽
の
道
具
は
木
製
の
直
方
体
の
箱
に
木
の
車

輪
の

付
い
た
台
車
の
ご
と
き
も
の
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
各
村
か
ら
白
山
神

社
に

運
び
組
み

立
て

る
ら
し
い
。

　

箱
の
中
か
ら
お
宮
を
取
り
出
し
て
台
車
の
上
に
セ
ッ
ト
し
、
そ
の
中
に
獅
子
頭
を

納
め
る
。
太
鼓
を
箱
の
周
囲
に
吊
り
下
げ
、
箱
の
中
か
ら
は
笛
や
「
升
壕
が
の
ぞ
い

て

い

る
。
一
升
壕
の
中
味
は
酒
か
水
か
聞
き
洩
ら
し
た
が
、
笛
の
音
を
良
く
す
る
た

め

の

も
の
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
ロ
　

『

大

谷
の
民

俗
』
に
よ
れ
ば
昭
和
1
5
・
6
年
頃
ま
で
は
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
村
内

の

八
坂
神
社
で
神
楽
を
舞
っ
て
か
ら
白
山
神
社
に
お
宮
を
運
び
舞
っ
た
。
白
山
神
社

ま
で
は
リ
ヤ
カ
ー
程
度
の
車
に
神
楽
を
乗
せ
て
運
び
、
他
の
部
落
を
通
る
時
は
太
鼓

で
離

し
な
が
ら
歩
い
た
。
白
山
神
社
の
神
楽
奉
納
が
終
る
と
再
び
八
坂
神
社
で
舞
っ

て

そ
の
晩
の
う
ち
に
神
楽
を
神
社
の
中
に
納
め
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
神
楽
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
大
谷
の

神
楽
は
女
神
楽
で
雌
獅
子
だ
っ
た
。
雌
獅
子
の
面
の
鼻
は
赤
鼻
で
雄

　
　

獅
子
の
鼻
は
黒
い
。
舞
い
方
は
雌
獅
子
は
お
と
な
し
く
、
雄
獅
子
は
き
つ
く
て

　
　
最

後
の
怒
る
場
面
で
も
迫
力
が
あ
っ
た
。
獅
子
が
三
名
、
大
太
鼓
一
名
、
小
太

　
　
鼓
二
名
、
笛
二
名
で
や
る
。
他
に
鉦
な
ど
も
用
い
る
。
舞
い
方
は
二
五
手
あ
り
、

　
　
離
子
は

神
楽
・
宮
入
り
な
ど
に
よ
っ
て
笛
が
違
う
。
青
年
会
の
人
は
、
白
山
神

　
　
社

に
奉
納
す
る
た
め
に
、
七
・
八
月
は
毎
晩
行
宿
な
ど
に
集
ま
り
、
半
日
く
ら

　
　
い

稽
古
し
た
。
（
中
略
）
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
や
っ
た
せ
い
か
大
谷
の
神
楽
は
一

　
　
番
う
ま
か
っ
た
の
で
、
白
山
神
社
で
は
し
ん
が
り
に
行
い
真
打
ち
で
あ
っ
た
。

　
本

書
の
調
査
は
昭
和
五
三
年
で
あ
る
か
ら
少
く
と
も
白
山
神
社
へ
の
神
楽
奉
納
は

行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
昭
和
六
一
年
に
白
山
神
社
に
お
い
て
神

楽
を
見
た
時
は
本
書
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
比
較
検
討
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
神
楽
は
全
て
が
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
拝
殿
前
に
置
か
れ
、
ナ

オ
ラ
イ
が
終
る
頃
拝
殿
下
に
設
け
ら
れ
た
神
楽
舞
台
の
脇
ま
で
運
ば
れ
る
。

　

ナ
オ
ラ
イ
の
席
の
人
々
の
話
に
よ
る
と
、
神
楽
は
紀
州
漁
民
と
共
に
房
州
に
伝
わ

り
さ
ら
に
上
総
方
面
に
伝
播
し
た
と
い
う
。
神
楽
を
統
括
す
る
責
任
者
と
で
も
い
う

べ
き
存
在
は
太
夫
で
、
太
夫
は
青
年
団
を
退
い
た
人
が
勤
め
る
。
神
楽
に
は
神
楽
唄

が
つ

く
が
、
昔
は
御
詠
歌
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、
ナ
オ
ラ
イ
に
加
っ
て
い

る
う
ち
の
一
人
が
節
を
直
し
た
と
い
う
。

　

昭
和
六
一
年
の
白
山
神
社
祭
礼
に
神
楽
を
奉
納
し
た
の
は
大
谷
・
俵
田
・
長
谷
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川
・
三
田
・
西
原
・
貝
渕
・
末
吉
・
戸
崎
の
各
地
区
で
奉
納
は
午
後
二
時
よ
り
始
ま

る
。
奉
納
開
始
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
特
に
決
ま
り
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
ら
し

く
、
氏
子
役
員
達
が
青
年
団
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
意
見
で
、

奉
納
は
団
長
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
最
初
の
神
楽
奉
納
は
俵
田
村
で
、
先
ず
舞

手
二
人
が
舞
台
に
上
が
り
本
殿
に
向
っ
て
一
礼
。
一
人
は
獅
子
、
一
人
は
ヒ
ョ
ッ
ト

コ

で
、
こ
の
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
の
役
が
ア
ト
ッ
カ
ブ
リ
（
後
被
り
）
で
あ
る
。

　
獅
子
の

頭
は

口
で
く
わ
え
て
い
る
た
め
、
獅
子
の
舞
手
は
鈴
と
幣
束
を
持
っ
て
振

り
回
す
。
鈴
と
幣
束
は
ア
ト
ッ
カ
ブ
リ
に
当
り
そ
う
に
な
る
が
、
ア
ト
ッ
カ
ブ
リ
は

滑
稽

な
仕
舞
で
そ
れ
を
避
け
る
。
そ
の
う
ち
ア
ト
ッ
カ
ブ
リ
は
自
分
の
胸
を
押
し
広

げ
、
懐
か
ら
紅
白
の
餅
を
取
り
出
し
て
は
投
げ
始
め
る
。
遠
く
へ
投
げ
る
と
見
せ
か

け
て
は
近
く
へ
、
近
く
へ
と
見
せ
か
け
て
は
遠
く
へ
巧
み
に
投
げ
る
。

　
次

に
あ
と
一
人
が
舞
台
に
上
が
り
、
合
計
三
入
が
獅
子
の
布
の
中
に
入
っ
て
舞
う
。

こ
れ
は
怒
り
の
舞
い
と
呼
ば
れ
、
布
の
中
の
人
が
背
を
伸
ば
し
た
り
縮
め
た
り
し
て

怒

り
の
表
情
を
つ
く
り
、
舞
台
狭
し
と
動
き
回
る
。
舞
が
終
了
す
る
と
舞
台
の
上
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
が
乗
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
餅
や
菓
子
を
取
り
出
し
て
は
見
物
人
に

撤

き
俵
田
村
の
神
楽
奉
納
が
終
る
。
次
の
神
楽
奉
納
は
三
田
村
で
、
舞
そ
の
も
の
は

あ
ま
り
変
り
な
い
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
俵
田
村
の
獅
子
の
鼻
は
黒
く
三
田
村

の

鼻
は
赤
い
。
ま
た
三
田
村
の
ア
ト
ッ
カ
ブ
リ
は
法
被
を
着
た
だ
け
で
面
は
つ
け
て

い

な
い
。
袴
は
俵
田
村
が
唐
草
模
様
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
田
は
白
地
で
あ
る
。

　
以
上
の

記
述

は
筆
者
自
身
の
目
で
見
た
こ
と
と
、
地
元
の
方
の
説
明
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
が
、
怒
り
の
舞
と
い
う
の
は
『
小
櫃
村
史
』
の
「
狂
」
に
相
当
す
る
も

の

で
、
人
に
よ
り
地
区
に
よ
り
そ
の
名
称
は
異
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
神
楽

の

全

行
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

今
後
調
査
し
補
完
し
た
い
。

三
　
虫
加
持
と
庖
瘡
加
持

奉
納
の
順
番
や
大
谷
村
の
神
楽
は

　
⇔
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持

　
子
供

が
疽

（痛
）
が
起
き
た
り
、
引
き
つ
け
を
起
こ
す
の
は
疽
の
虫
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
疽
の
虫
を
鎮
め
る
た
め
の
薬
や
祈
祷
は
日
本
各
地
に
多
種
多

様
な
方
法
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一

つ
が

「

マ
ゴ

タ
ロ
ウ
ム
シ
」
で
あ
る
。
筆
者
自
身
の
経
験
に
よ
れ
ば
小
児
の
頃
祈
祷

師
と
思
わ
れ
る
所
で
手
の
ヒ
ラ
に
呪
い
を
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
白
い
糸
状
の
も

の

が

出
て
虫
を
封
じ
た
と
い
う
。
尤
母
の
話
に
よ
れ
ば
祈
祷
師
は
白
い
糸
が
出
た
と

い

う
が
、
自
分
に
は
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
庖
瘡
は
生
命
に
関
わ
る
率
も
大

き
く
、
し
か
も
伝
染
病
で
あ
る
た
め
特
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
種
痘
の
普
及

に
よ
り
現
在
は
ほ
ぼ
根
絶
さ
れ
た
病
気
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
疽
は
今
な
お

寺
社
な
ど
に
お
い
て
「
虫
封
じ
」
と
称
し
呪
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
庖
瘡
な

ど
と
異
な
り
そ
の
原
因
が
一
定
し
て
い
な
い
た
め
、
さ
ら
に
一
種
類
の
医
薬
品
で
根

治
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
大
谷
村

に
お
い
て
は
虫
封
じ
の
祈
祷
と
共
に
庖
瘡
の
祈
祷
も
行
わ
れ
て
い
る
、
、

こ
れ
を
「
虫
加
持
」
「
庖
瘡
加
持
」
と
呼
ん
で
い
る
。
大
谷
村
に
お
け
る
虫
加
持
、

庖
瘡
加
持

と
い
っ
て
も
、
正
し
く
は
村
内
の
寺
で
あ
る
持
明
院
が
こ
れ
を
執
り
行
っ

て

い

た
。
と
こ
ろ
が
持
明
院
の
住
職
が
残
し
た
ら
し
く
、
後
住
が
な
か
な
か
決
ま
ら
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な
か
っ
た
た
め
、
安
政
四
～
五
年
頃
は
村
方
の
も
の
が
こ
れ
を
代
行
し
て
い
た
も
の

の

よ
う
で
あ
る
。
村
方
が
代
行
し
た
と
い
っ
て
も
、
名
主
八
郎
兵
衛
を
中
心
に
村
役

人

ら
が
加
持
祈
祷
や
そ
の
費
用
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

　
村
役
人

ら
が
加
持
祈
祷
を
代
行
で
き
た
の
は
持
明
院
に
伝
わ
る
「
宝
物
」
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
宝
物
を
中
心
と
し
て
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ

の

関
連
記
事
を
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

（安
政
四
年
）

　
一
〇
月

　
　
十
日
　
昼
時
増
村
（
現
市
原
市
）
善
右
衛
門
・
和
吉
・
善
兵
衛
三
人
様
庖
瘡
加

　
　
持
参
り
申
候
、
子
供
四
人
銭
四
百
文
置
帰
り
中
候
、
自
分
二
而
菓
子
出
し
茶
進

　
　
上
申
候
、

　
　
十
六
日
　
同
日
九
ツ
時
小
糸
作
上
畑
村
（
君
津
市
）
　
一
人
虫
加
持
参
り
、
加
持

　
　
料
百
文
置
帰
り
申
候
、

　
　
廿

二

日
　
同
日
虫
加
持
今
富
村
（
市
原
市
）
三
人
参
り
、
三
百
文
、

　
一
一
月

　
　
廿
九

日
　
早
朝
持
明
院
口
口
礼
一
条
二
付
伝
兵
衛
殿
江
参
り
、
其
後
市
平
・

　
　
伝
兵

衛
・
組
頭
嘉
兵
衛
・
名
主
立
会
口
礼
相
改
、
其
後
御
神
酒
壱
升
五
合
代
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
力
）

　
　
百

六
拾

文
、
こ
ん
に
ゃ
く
五
拾
文
、
肴
五
十
二
口
〆
三
百
六
拾
文
、
此
入
用

　
　
宝
物
加
持
料
之
内
二
而
出
し
可
申
候
取
極
候
、

　
一
二
月

　
　
五

日
　
同
日
市
平
虫
加
持
致
、
代
料
四
十
八
文
、
寺
沢
村
（
君
津
市
）
衆
、

　
　
七

日
　
同
日
宮
原
村
（
市
原
市
力
）
虫
加
持
参
り
、
是
亡
市
平
い
た
し
、
代
料

　

三
百

文
置
、
是
ハ
市
平
冶
受
取
、
八
郎
兵
衛
預
り
、

　

十
四
日
　
同
日
虫
加
持
椎
津
村
（
市
原
市
）
衆
一
人
参
り
、
代
料
四
十
八
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
致
力
）

　

是
ハ
市
平
ま
じ
な
い
た
し
申
候
、

　

十
九
日
　
五
郎
右
衛
門
孫
虫
加
持
、
嘉
兵
衛
殿
参
り
、
代
料
廿
四
文
被
下
、

（安
政
五
年
）

二
月

　

十
二
日
　
昼
時
矢
那
村
（
木
更
津
市
）
虫
加
持
料
四
百
四
十
八
文
、
セ
キ
普
請

　

場
6
市
平
加
持
参
り
呉
申
候
、
右
銭
市
平
6
請
取
申
候
節
、
新
屋
敷
伴
治
居
合
、

　

十
三

日
　
同
日
虫
加
持
料
百
文
、
是
佐
左
衛
門
い
た
し
同
人
6
請
取
、

　

廿
四

日
　
同
日
虫
加
持
矢
那
村
衆
三
百
文
、
是
ハ
佐
左
衛
門
加
持
い
た
し
、

　

其
後
庖
瘡
加
持
市
平
、
持
明
院
へ
参
り
調
合
致
遣
し
、
右
三
百
文
之
内
百
文
御

　
神
セ
ン
払
、

三
月

　

十

日
　
同
日
虫
加
持
矢
那
村
、
三
百
文
代
料
内
四
十
八
文
寺
母
二
遣
し
、
弐
百

　

四

十

八

文
是
ハ
五
郎
右
衛
門
殿
6
請
取
、

　

十

三

日
同
B
姉
ヶ
崎
（
市
原
市
）
上
手
虫
加
持
参
り
、
十
四
人
弐
朱
ト
⊥
ハ
百

　

文
加
持
被
下
、
内
百
文
御
神
酒
い
た
し
市
平
殿
・
清
三
郎
殿
加
持
致
遣
し
申
候
、

　

十

五

日
　
同
日
昼
時
虫
加
持
参
り
矢
那
村
壱
貫
弐
百
文
、
是
ハ
市
平
6
加
持

　

い

た
し
差
上
申
候
、
右
セ
ン
同
人
6
請
取
預
り
、

　

廿
三

日
　
同
夜
東
日
当
村
元
右
衛
門
あ
た
な
赤
門
と
云
男
庖
瘡
虫
加
持
参
り
、

　

同
人
を
い
子
弐
人
参
り
、
三
人
分
庖
瘡
種
遣
し
、
代
料
弐
百
文
、
自
分
世
話
料

　

弐

百
廿
一
文
、
外
二
子
供
へ
百
文
被
下
、
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廿
四

日
　
早
朝
東
日
当
村
元
右
衛
門
殿
虫
加
持
庖
瘡
ま
じ
な
い
市
平
い
た
し
遣

　
　
申
候
、

　

五
月

　
　

十
一
日
　
同
日
八
ッ
時
牛
宿
在
者
弐
人
虫
加
持
井
庖
瘡
加
持
料
四
人
四
百
文
、

　
　
内
四
十
八
文
寺
母
々
二
遣
し
、
残
三
百
四
十
八
是
ハ
一
平
殿
6
請
取
申
候
、

　
　
十
四

日
　
昼
時
主
虫
加
持
、
但
シ
奉
見
村
（
奉
免
カ
ー
市
原
市
）
治
右
衛
門
・

　
　
治
兵
衛
・
茂
兵
衛
・
久
右
衛
門
四
人
、
四
百
文
加
持
料
被
下
、
是
ハ
八
郎
兵

　
　
衛
加
持
致
、

　
　
十

五

日
　
同
日
昼
時
奉
免
村
虫
加
持
弐
人
参
り
井
庖
瘡
加
持
致
遣
シ
申
候
、

　
　
加
持
料
弐
百
文
被
下
帰
り
、

　

医
学
の
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
現
代
よ
り
一
層
病
気
に
対
し
て
強

い

恐
怖
心

を
抱
い
て
い
た
。
適
切
な
ま
た
適
切
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
治
療
方
法
の
あ

る
病
気
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、
手
の
施
し
よ
う
の
な
い
病
気
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で

あ
る
。
治
療
方
法
が
あ
っ
て
も
病
気
が
重
く
な
れ
ば
加
持
祈
祷
の
類
が
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
前
述
の
よ
う
に
疽
の
虫
は
小
児
に
と
っ
て
厄
介
な
病

気
で

あ
り
、
庖
瘡
は
生
命
に
関
わ
る
率
が
大
き
く
、
し
か
も
両
者
共
に
稀
な
病
気
で

は

な
か
っ
た
か
ら
こ
れ
を
恐
れ
る
気
持
は
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
大
谷
村

持
明
院
に
お
け
る
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
は
日
記
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
村

内
・
隣
村
に
留
ら
ず
今
富
や
姉
崎
方
面
の
人
々
も
や
っ
て
来
て
い
る
。
霊
験
著
し
い

と
な
れ
ば
ど
の
よ
う
な
遠
隔
地
か
ら
人
々
が
訪
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
そ
れ
に

し
て
も
大
谷
村
の
零
細
な
寺
院
に
こ
の
よ
う
な
加
持
祈
祷
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
何

ら
か
の
伝
承
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
加
持
祈
祷

費
用
は
お
よ
そ
一
人
に
付
一
〇
〇
文
が
相
場
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
か

に
は
四
八
文
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
九
六
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
短
銭
の

五
〇

文
の

こ
と
で
あ
る
。
安
政
五
年
三
月
一
〇
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
三
〇
〇
文
の

内
四
八
を
持
明
院
の
母
々
（
前
住
職
の
母
又
は
妻
か
）
に
、
残
り
二
四
八
文
を
五
郎

右
衛

門
か
ら
八
郎
兵
衛
が
受
け
取
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
九
六
法
に
よ
り
勘
定

が
行
わ

れ
て

い

た
こ
と
が
分
る
が
、
五
〇
文
の
時
の
み
四
八
文
と
記
し
、
｝
○
○
文

の

時
は
別
段
特
別
な
書
き
方
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
加
持
料
は
虫
加
持
と
庖
瘡
加
持

を
併
せ
行
っ
て
も
加
持
料
は
同
一
で
あ
っ
た
。

　
加
持
は
宝
物
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
の
よ
う
だ
が
、
「
呪
い
」
も
必
要

で

あ
っ
た
。
こ
の
「
呪
い
」
に
は
何
人
か
の
村
民
が
あ
た
っ
て
い
る
が
、
市
平
が
最

も
呪
い
に
練
達
し
て
い
た
よ
う
で
、
度
々
市
平
が
呪
い
を
行
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
両
者
の
加
持
の
う
ち
庖
瘡
加
持
に
つ
い
て
は
若
干
で
は
あ
る
が
そ
の
内

容
を
示
す
記
述
が
み
ら
れ
る
。
安
政
五
年
二
月
二
四
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
日

は

矢
那
村
の
人
々
が
加
持
に
や
っ
て
き
て
い
る
が
、
虫
加
持
に
つ
い
て
は
佐
左
衛
門

が
行
い
、
そ
の
後
の
庖
瘡
加
持
に
つ
い
て
は
市
平
が
行
っ
て
あ
る
。
市
平
は
持
明
院

に
お
い
て
何
か
を
調
合
し
、
こ
れ
を
加
持
に
来
た
人
々
に
渡
し
て
い
る
。
何
を
調
合

し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
疸
瘡
加
持
の
場
合
「
薬
」
の
よ
う
な
も
の
を
調
合
し
て

渡
し
て
い
た
ら
し
い
。
翌
三
月
二
三
日
に
来
村
し
た
日
当
村
の
元
右
衛
門
の
場
合
「
三

人

分
庖

瘡
種
」
を
受
け
取
っ
て
い
る
が
こ
の
「
庖
瘡
種
」
は
注
目
す
べ
き
記
事
で
あ

ろ
う
が
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
知
る
た
め
の
手
懸
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　
加
持
祈
祷

に
よ
る
収
益
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
小
さ
な
寺
に
と
っ
て
は

貴
重
な
収
入
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
収
入
に
関
連
し
て
か

104



上総国望陀郡大谷村における加持・祈祷

持

明
院
の
本
寺
に
あ
た
る
円
如
寺
が
、
虫
加
持
道
具
を
持
参
す
る
よ
う
安
政
五
年
九

月
二
二
日
大
谷
村
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

　
　
廿

二

日
　
早
朝
持
明
院
二
而
名
主
・
組
頭
二
人
・
伝
兵
衛
殿
・
市
平
殿
・
又
右

　
　
衛

門
殿
・
常
吉
・
一
右
衛
門
・
市
蔵
・
八
平
殿
十
人
酒
食
致
、
諸
道
具
相
返
シ

　

　
一
同
帰
り
、
主
わ
ら
す
ぐ
り
、
昼
後
鍬
柄
持
居
候
処
円
如
寺
様
6
虫
加
持
道
具

　
　
持

参
可
致
書
面
使
参
り
候
二
付
、
直
様
五
郎
右
衛
門
殿
行
候
処
、
御
隠
居
咄

　
　
合

い

た
し
寺
世
話
人
留
主
二
付
、
虫
加
持
道
具
遣
し
候
義
不
相
分
候
義
申
、

　
　

使
者
返
し
申
候
処
、
又
候
夜
入
書
面
使
者
参
り
候
二
付
、
伝
兵
衛
殿
江
内

　
　
談
二
行
、
何
れ
寺
世
話
人
談
事
之
上
可
取
斗
事
二
而
、
組
頭
弐
人
相
談
之
上
組

　
　
頭
五
郎
右
衛
門
殿
書
面
参
虫
加
持
道
具
不
遣
様
言
訳
参
り
申
候
、
挑
灯
持
常
吉

　
　
（
中
略
）
組
頭
五
郎
右
衛
門
殿
・
常
吉
夜
九
ッ
半
時
円
如
寺
様
6
帰
り
右
虫
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　

持
道
具
持
参
之
義
、
是
悲
明
廿
三
日
六
ッ
半
時
持
参
可
致
候
様
申
越
さ
れ

　
　
候
二
付
、
何
れ
立
帰
り
相
談
可
仕
候
儀
取
定
帰
り
申
候
、
（
後
略
）

　
　
廿

三

日
　
早
朝
鍬
頭
椿
、
夫
6
伝
兵
衛
殿
・
市
平
殿
両
人
相
談
致
度
義
二
付

　
　
参
り
候
処
、
伝
兵
衛
殿
風
邪
二
而
休
、
市
平
殿
他
行
二
付
留
主
、
夫
6
内
帰
り
、

　
　
朝
食
後
組
頭
弐
人
寺
世
話
人
伝
兵
衛
殿
・
同
市
平
殿
・
佐
左
衛
門
殿
・
嘉
右
衛

　
　

門
殿
・
仁
右
衛
門
殿
伜
春
吉
右
之
者
一
同
寄
、
虫
加
持
道
具
円
如
寺
江
持
参

　
　
致
候

義
、
如
何
二
御
座
候
与
相
談
致
居
候
処
江
、
五
ッ
半
時
円
如
寺
様
御
出
、

　
　

虫
加
持
道
旦
ハ
ハ
持
明
院
無
住
二
付
て
ハ
、
本
寺
預
り
可
申
候
処
、
村
方
役

　
　
人
江

預

け
置
候
二
付
、
此
度
無
心
致
諸
人
助
ヶ
た
め
虫
加
持
致
可
遣
与
申
、

　
　
村

役
人

持

明
院
世
話
人
一
同
申
候
ハ
・
、
虫
加
持
道
具
之
義
ハ
持
明
院
什

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
容
易
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
物
二
被
附
置
候
宝
物
、
用
意
二
他
所
へ
持
参
致
候
義
難
相
成
候
与
申
上
候
得
へ

　
　
亡
、
左
様
程
．
二
同
貴
意
致
候
物
二
御
座
候
ハ
・
、
持
明
院
可
被
納
置
候
義

　
　
御
聞
済
相
成
申
候
、
其
後
円
如
寺
へ
参
り
、
村
子
供
虫
加
持
致
呉
申
候
、
此
時

　
　
御

初
穂
寄
御
城
内
弐
百
文
、
村
子
供
四
百
廿
四
文
〆
六
百
廿
四
文
、
内
四
百
文

　
　
円
如
寺
様
江
上
ヶ
、
弐
百
廿
四
文
村
役
人
預
り
、
此
時
濁
酒
壱
升
伝
兵
衛
殿
被

　
　
下
、
持
明
院
二
而
呑
、
夫
6
名
主
方
へ
参
り
中
食
円
如
寺
様
井
御
供
進
上
申
候
、

　

円
如
寺
は
久
留
里
藩
の
城
下
町
で
あ
る
久
留
里
市
場
に
隣
接
す
る
小
市
部
村
の
寺

で
、
大
谷
村
か
ら
城
下
へ
出
る
道
筋
を
少
し
入
っ
た
所
に
位
置
す
る
。
持
明
院
と
円

如
寺
の
間
は
二
～
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。

　
持
明
院
に
つ
い
て
は
先
き
に
も
少
し
述
べ
た
よ
う
に
、
後
住
の
一
件
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
間
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
八
郎
兵
衛
ら
は
九
月
二
一
日
に
持
明
院
に
集
ま

り
相
談
事
を
し
、
そ
の
ま
ま
飲
食
に
な
り
参
会
者
の
多
く
は
持
明
院
に
泊
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
。
翌
日
自
宅
へ
戻
っ
た
八
郎
兵
衛
の
と
こ
ろ
へ
円
如
寺
か
ら
の
使
者
が
書

面

を
持
参
し
、
虫
加
持
道
具
を
持
参
す
る
よ
う
伝
え
て
き
た
。
八
郎
兵
衛
は
直
に
寺

世
話
役
の

五
郎
右
衛

門
の
も
と
に
行
く
が
他
出
中
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
円
如
寺
の

使
者
に
は
寺
の
世
話
役
が
留
守
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
虫
加
持
道
旦
ハ
を
渡
し
て
よ
い

も
の
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い
と
答
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
夜
に
入
っ
て
再
び
円

如
寺
側
の
使
者
が
訪
ず
れ
た
た
め
、
同
じ
く
世
話
役
の
伝
右
衛
門
と
相
談
の
上
処
置

す
る
と
返
答
を
し
て
い
る
。
円
如
寺
側
が
加
持
料
に
関
連
し
て
虫
加
持
道
具
を
求
め

た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は
突
然
の
申
し
入
れ
で
も
あ
り
、
他
に
何
ら
か

の
理
由
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
翌
二
三

日
に
寺
の
世
話
人
及
び
村
役
人
ら
が
寄
り
合
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

05

如
寺
が
訪
ず
れ
て
い
る
。
円
如
寺
側
の
主
張
は
虫
加
持
道
具
は
持
明
院
が
無
住
で
あ
　
ー
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れ
ば

当
然
本
寺
で
あ
る
円
如
寺
が
預
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
村
方

役
人

に
預
け
て
お
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
度
虫
加
持
道
具
を
無
心
す
る
の

は
人
助
け
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
大
谷
側
は
、
虫
加
持
道
具
は
あ
く
ま
で
も
持
明
院
の
什
物
で
あ
り

宝

物
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
他
所
へ
は
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
円
如
寺
は
大
谷
村
側
の
主
張
を
尊
重
し
、
円
如
寺
が
持
明
院
に
来
て
虫

加
持

を
行
う
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。

　

円
如
寺
が
こ
れ
ほ
ど
持
明
院
の
虫
加
持
道
具
を
必
要
と
し
た
の
は
、
少
く
と
も
久

留
里
周
辺
に
は
持
明
院
の
虫
加
持
道
具
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
こ
と
が

推

測
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
円
如
寺
側
と
大
谷
村
側
の
交
渉
の
中
に
は
庖
瘡
加
持
に
つ

い
て

は

触
れ
て

い

な
い
が
、
虫
加
持
と
庖
瘡
加
持
は
深
い
関
連
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

・

つ
。

　
霊
験
の

あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
で
あ
る
が
、
現
実
に
病
気
が

流

行
す
れ
ば
な
す
術
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
慶
応
元
年
に
庖
瘡
が
流
行
す
る
が
、

多
く
の
人
々
が
感
染
し
命
を
落
と
し
た
人
も
少
く
な
い
。

　
日
大
谷
村

に
お
け
る
庖
瘡
の
流
行

　

日
記
の
残
存
状
況
か
ら
、
村
内
に
お
い
て
庖
瘡
に
感
染
し
た
人
が
出
た
の
が
い
つ

か
は

判
ら
な
い
が
、
現
存
す
る
慶
応
元
年
一
〇
月
一
七
日
か
ら
＝
月
一
〇
日
ま
で

の

日
記
に
は
、
連
日
と
い
っ
て
よ
い
程
庖
瘡
の
文
字
が
見
え
る
。
庖
瘡
の
流
行
は
当

然
大
谷
村
一
村
に
留
る
も
の
で
は
な
く
、
久
留
里
地
方
一
帯
に
流
行
し
た
筈
で
あ
る

が
、
日
記
に
は
他
村
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

大

谷
村

に
お
け
る
庖
瘡
の
記
事
は
慶
応
元
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
始
ま
る
。
こ
の

日
は
朝
か
ら
持
明
院
の
件
で
会
合
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
出
席
者
の

一
人
市
左
衛
門
は

　
　
私

伜
庖
瘡
二
付
、
御
棚
祭
り
持
明
院
様
頼
度
候
得
共
、
円
如
寺
様
6
慎
被

　
　
仰

付
二
付
、
勝
手
頼
候
義
不
相
成
義
申
、
同
寺
慎
中
川
谷
村
浄
蓮
院
様
取
斗
、

　
　
是

を
可
頼
与
申
帰
り
候
、

右
の

理

由
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
旨
を
八
郎
兵
衛
の
も
と
に
断
り
に
来
て
い
る
。
持

明
院
は
後
住
が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
新
任
の
住
職
が
寺
所
有
の
山
林
売
買
で
何
ら
か

の

間
違
い
を
し
た
ら
し
く
、
本
寺
の
円
如
寺
に
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の

た
め
庖
瘡
退
散
の
棚
を
祭
っ
て
も
祈
祷
を
し
て
も
ら
う
僧
侶
が
居
な
い
た
め
川
谷

村
の

浄
蓮
院
に
依
頼
に
行
く
と
い
う
。

　

同
じ
く
こ
の
日
の
夕
刻
持
明
院
の
関
係
で
久
留
里
町
ま
で
行
く
予
定
の
伝
兵
衛
も
、

次

男
が
病
気
の
た
め
庖
瘡
棚
を
祭
る
の
で
久
留
里
へ
は
同
道
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い

と
八
郎
兵
衛
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
以
下
庖
瘡
の
記
事
が
続
く
が
、
慶
応
元
年
一

〇
・
一
一
月
、
同
二
年
一
月
の
間
に
七
名
の
子
供
達
が
病
死
し
て
い
る
。

　

慶
応
元
年
一
〇
月
二
六
日
の
条
に
は

　
　

も
と
、
久
蔵
殿
弐
人
庖
瘡
棚
納
二
付
呼
れ
行
、

と
あ
る
よ
う
に
危
機
を
脱
し
た
子
供
も
い
る
が
、
庖
瘡
の
勢
い
は
衰
え
ず
二
七
日
に

は
長
四
郎
の
娘
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
八
ッ

時
前
長
四
郎
娘
死
去
二
付
、
組
合
市
平
殿
・
久
蔵
殿
御
届
ケ
ニ
参
り
、

　
　
夜
八
郎
兵
衛
悔
二
参
り
、
庖
瘡
之
事
故
ひ
そ
か
に
仕
舞
二
付
、
寺
村
役
人
衆

　
　
之
義
届
ヶ
二
而
願
出
無
御
座
、
右
衛
門
隠
居
申
、
右
二
付
主
帰
り
休
、

106
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娘
の

死
で

は
あ
る
が
流
行
病
に
よ
る
死
亡
で
あ
る
た
め
、
葬
儀
は
通
常
の
ご
と
く
行

う
の
を
遠
慮
し
密
か
に
執
行
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
長
四
郎
の
娘
の
死
は
日
記
の

書
き
方
か
ら
み
て
ど
う
も
庖
瘡
に
よ
る
最
初
の
死
者
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
長
四

郎
の
娘
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
翌
日
に
は
早
速
庖
瘡
鎮
静
の
祈
祷
が
行
わ
れ

て

い
る
。

　
　
十

月
廿
八
日
　
御
日
ま
ち
呼
ら
せ
、
朝
伝
兵
衛
江
行
、
夜
前
長
四
郎
娘
死

　
　
去
二
付
庖
瘡
子
供
大
切
二
付
御
祈
祷
致
、
宜
敷
問
合
承
知
二
付
、
村
若
者
七

　
　
八

人
江
神
楽
奉
納
可
致
候
様
申
聞
、
子
供
氏
子
セ
ン
集
め
四
十
四
文
有
、
を

　
　

な
ツ
6
請
取
（
中
略
）
村
一
同
庖
瘡
御
祈
祷
有
、
八
ッ
時
過
若
者
中
神
楽
名
主

　
　
宅

6
庖
瘡
神
様
へ
持
参
、
持
明
院
御
祈
祷
、
若
者
中
神
楽
奉
納
仕
候
、
右
入
用

　
　
酒

壱

升
仁
兵
衛
、
御
初
穂
弐
百
文
・
赤
紙
を
代
百
文
二
品
八
郎
兵
衛
、
夜
入
神

　
　
楽
帰
り
、

　
子

供
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
祈
祷
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
名
主
八
郎
兵
衛

は
若
者
世
話
人
中
に
対
し
神
楽
を
奉
納
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
子
供
を
対
象

と
し
た
行
事
に
は
「
子
供
氏
子
銭
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
ら
し
く
、
定
使
の
「
を
な

つ
」

が

こ
れ
を
集
め
て
い
る
。
祈
祷
は
特
別
な
階
層
の
み
が
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、

村
一
同
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
八
ッ
時
過
ぎ
に
若
者
達
は
名
主
宅
か
ら
庖
瘡
神

ま
で
神
楽
を
運
ん
で
い
る
が
、
庖
瘡
神
は
十
一
月
六
日
の
条
に
「
不
動
尊
内
庖
瘡
へ

神
楽
奉
納
井
作
兵
衛
脇
庖
瘡
神
楽
奉
納
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
庖
瘡
神
は
不
動
尊

内
に
あ
り
、
小
祠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
作
兵
衛
脇
の
庖
瘡
神
も
恐
ら
く
石
造
の

小
祠
で
路
傍

に
で
も
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
祈
祷
は
持
明
院
が
行
い
そ
の
後

に

若
者
達
が
神
楽
を
奉
納
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
費
用
は
酒
一
升
と
御
初
穂
二
〇
〇

文
、
赤
紙
一
〇
〇
文
で
あ
る
が
、
酒
は
仁
兵
衛
が
、
他
の
二
品
は
八
郎
兵
衛
が
負
担

し
て
い
る
。
本
来
こ
う
し
た
負
担
は
「
子
供
氏
子
銭
」
と
村
入
用
で
賄
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　
祈
祷

は
庖
瘡
に
よ
る
死
者
が
出
た
翌
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ず
第
一
に

こ
れ
以
上
死
者
が
出
な
い
こ
と
と
、
庖
瘡
の
流
行
鎮
静
を
願
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
他
庖
瘡
に
よ
る
死
者
－
主
に
子
供
1
の
霊
を
葬
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
流
行
病
に
よ
る
死
者
は
通
例
と
は
異
り
密
か
に
行
わ
れ
た
た

め
、
こ
れ
を
慰
撫
す
る
気
持
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
死
者
が
で

る
ご
と
に
祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
る
も
の
の
、
庖
瘡
は
一
向
に
衰
え
る
様

子

を
見
せ
ず
猛
威
を
奮
っ
て
お
り
、
一
一
月
一
五
日
に
は
市
左
衛
門
が
八
郎
兵
衛
宅

を
訪
ず
れ
、
嘉
右
衛
門
の
弟
常
次
郎
が
庖
瘡
に
よ
り
危
篤
状
態
に
な
っ
た
た
め
神
社

へ
の

神
楽
奉
納
を
依
頼
し
て
き
た
。

　
　
朝
食
前
市
左
衛
門
殿
参
り
候
亡
、
嘉
右
衛
門
殿
弟
常
次
郎
庖
瘡
二
付
、
一
命

　
　
あ
や
を
き
次
第
御
座
候
、
親
る
ひ
組
合
相
談
之
上
、
村
内
神
ミ
三
社
へ
奉
納
致

　
　
呉
候
様
願

候
二
付
、
名
主
を
な
ツ
を
以
若
者
中
セ
ハ
人
平
八
殿
、
新
右
衛
門

　
　
殿

へ
遣

シ
、
無
程
平
八
殿
新
右
衛
門
殿
参
り
候
二
付
、
只
今
嘉
右
衛
門
村
社

　
　
神
ミ
三
社
神
楽
奉
納
之
願
二
付
、
乍
苦
労
早
ミ
三
社
へ
奉
納
致
候
様
頼
入
候
、

　
　
八
郎
兵
衛
義
若
者
中
一
同
願
悪
魔
払
神
楽
ま
い
も
ら
い
申
候
、

　

　
一
月
一
五
日
の
祈
祷
は
他
の
祈
祷
と
異
り
、
危
篤
状
態
の
人
間
の
た
め
に
行
っ

た
祈
祷
で
あ
る
。
祈
祷
を
実
施
し
た
理
由
は
嘉
右
衛
門
の
弟
常
次
郎
が
子
供
で
は
な

く
成
人
男
子
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
祈
祷
の
内
容
は
当
然
庖
瘡
平
癒
を
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
07

っ

て

の

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
単
な
る
庖
瘡
平
癒
・
退
散
の
祈
祷
で
は
な
く
「
悪
　
1
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魔
払
い
」
の
祈
祷
で
あ
っ
た
。

　
庖
瘡
の

流

行
は
つ
い
に
日
記
の
筆
者
で
あ
る
八
郎
兵
衛
家
か
ら
も
患
者
を
出
す
こ

と
に
な
っ
た
。
八
郎
兵
衛
の
孫
忠
八
に
一
一
月
八
日
庖
瘡
の
徴
候
が
認
め
ら
れ
た
。

し
か
も
そ
の
前
日
に
忠
八
は
七
歳
紐
解
の
祝
を
行
っ
て
い
る
。
日
記
に
は

　
　
夜

6
孫
忠
八
庖
瘡
催
有
、

と
あ
る
だ
け
で
個
人
的
感
情
を
表
現
す
る
記
述
は
な
い
が
、
八
郎
兵
衛
家
は
大
き
な

衝
激

を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
月
一
二
日
に
は
八
郎
兵
衛
家
に
お
い
て
も
庖
瘡

棚
を
祀
っ
て
い
る
。

　
　
孫

忠
八
庖
瘡
御
棚
祭
仕
候
、
持
明
院
観
心
法
印
様
御
出
被
下
候
、
卯
之
助
・
た

　
　
か
小

仕
事
、
熊
二
郎
手
片
医
師
新
町
け
い
さ
い
様
頼
二
行
、
も
と
・
忠
八
庖

　
　
瘡

御
棚
祭
用
品
々
く
る
り
へ
買
二
行
、
帰
り
小
仕
事
、
夜
持
明
院
山
一
条
二

　
　
付

村
一
同
参
会
致
、
孫
忠
八
庖
瘡
二
付
組
頭
五
郎
右
衛
門
殿
御
宅
を
か
り
参

　
　
会
致
候
、
名
主
不
出
申
候
、

　
庖

瘡
棚
を
祀
る
に
あ
た
り
、
忠
八
の
祖
母
も
と
は
祭
祀
用
の
品
々
を
久
留
里
に
買

い

出
し
に
行
き
、
熊
二
郎
は
新
町
の
医
師
の
も
と
に
赴
い
て
い
る
。
こ
の
日
は
持
明

院
所
有
の
山
の
一
件
に
つ
い
て
の
会
合
が
名
主
八
郎
兵
衛
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
る
予

定
で

あ
っ
た
が
、
忠
八
が
庖
瘡
に
感
染
し
た
た
め
、
組
頭
宅
を
使
用
し
こ
の
日
の
会

合

に
は
八
郎
兵
衛
自
身
も
欠
席
を
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
会
合
は
ほ
と
ん
ど
名
主
以

外
の
家
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藩
庁
か
ら
の
役
人
が
出
張
し
て
き
て
も
休
泊
は

同
じ
く
他
家
が
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
⊥
ハ
日
に
は
庖
瘡
平
癒
の
呪
い
で

あ
る
湯
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
孫
忠

八
庖
瘡
壱
亡
ん
湯
か
け

一
八

日
に
は
二
番
目
の
湯
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
忠
八
は
病
気
が
軽
か
っ
た
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

08

体

力
が
あ
っ
た
の
か
快
方
に
向
っ
て
お
り
、
一
九
日
に
は
庖
瘡
棚
納
め
の
用
意
に
か
　
ー

か
っ

て

い
る
。

　
　

孫
忠
八
明
日
庖
瘡
棚
納
二
付
品
ミ
く
る
り
買
物
致
申
候
、

　

二
〇

日
に
は
次
の
よ
う
に
無
事
棚
納
め
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

十
↓
月
廿
日
　
孫
忠
八
庖
瘡
御
棚
二
付
家
内
種
こ
小
仕
事
、
与
祢
・
忠
八
も
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
卯

之
助
勝
手
料
理
、
川
田
そ
め
・
も
と
赤
飯
ふ
か
し
、
た
か
憐
を
い
ね
働
き
、

　
　
御
客
憐
母
殿
・
清
三
郎
殿
女
房
孫
連
、
勘
兵
衛
殿
女
房
子
供
連
、
市
平
殿
女
房

　
　
孫

連
、
久
蔵
殿
女
房
孫
連
れ
、
金
兵
衛
殿
女
房
子
連
、
伝
兵
衛
殿
女
房
子
連
、

　
　
平
兵
衛
殿
女
房
子

連
、
芋
原
村
新
兵
衛
殿
母
殿
、
村
伴
右
衛
門
殿
女
房
子
連
、

　
　
作
兵
衛
殿
女

房
子
連
、
仁
兵
衛
殿
祖
父
金
兵
衛
殿
井
平
兵
衛
殿
母
殿
、
右
之

　
　
通

御
客
御
座
候
、
九
ッ
時
一
同
御
出
、
持
明
院
様
御
出
庖
瘡
御
棚
納
被
下
候
而
、

　
　
右
御
一
同
酒
食
差
上
申
候
、
八
ッ
時
過
一
同
帰
り
、
同
川
田
そ
め
、
芋
原
村
母

　
　

殿
、
憐
を
い
ね
、
川
田
長
之
助
参
り
右
四
人
泊
り
（
中
略
）
孫
忠
八
庖
瘡
御
棚

　
　
祈
祷
初
穂
金
弐
朱
持
明
院
様
へ
上
ケ
、

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
棚
納
め
の
仕
度
に
忙
し
く
、
料
理
を
作
っ
た
り
赤
飯
を
蒸
し
た

り
し
て
い
る
。
料
理
は
卯
之
助
が
作
っ
て
い
る
が
、
彼
は
料
理
が
得
意
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
他
家
の
そ
ば
打
ち
に
出
向
い
た
り
も
し
て
い
る
。

　
棚
納
め
に
集
ま
っ
た
多
く
の
人
々
は
女
性
で
あ
り
子
供
や
孫
を
連
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
忠
八
が
無
事
平
癒
し
た
た
め
自
分
の
子
供
や
孫
も
忠
八
に
あ
や
か
っ
て
、
も

し
庖
瘡
に
感
染
し
て
も
平
癒
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。
棚
納
め
は

持

明
院
が
執
行
し
、
八
郎
衛
家
で
は
金
二
朱
を
「
初
穂
」
と
し
て
渡
し
て
い
る
。
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慶
応
元

年
の
日
記
は
一
一
月
三
〇
日
ま
で
で
、
以
下
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
年

末
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
が
、
庖
瘡
の
勢
い
は
衰
え
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翌

慶
応
二

年
一
月
に
入
る
と
庖
瘡
に
関
す
る
記
事
も
極
め
て
少
く
な
る
。
し
か
し
例
年

に
比
べ
る
と
行
事
は
自
粛
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
小
正
月
の
餅
も
つ
か
な
か
っ
た
。

　
村

方
に
お
い
て
ほ
ぼ
庖
瘡
の
流
行
が
終
っ
た
と
判
断
し
た
の
は
一
月
一
七
日
頃
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
宣
言
す
る
よ
う
に
一
八
日
に
は
庖
瘡
仕
舞
の
神
楽
奉
納
が
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
完
全
に
庖
瘡
が
終
憶
し
た
と
見
極
め
た
の
は
月
末
の
こ
と
で
、

こ
の
日
か
ら
従
来
行
わ
れ
て
い
た
念
仏
を
再
開
し
て
い
る
。

　
　
正

月
晦
日
　
村
一
同
秣
野
焼
二
付
主
行
、
昼
前
焼
取
帰
之
節
相
談
致
候
’
L
、

　
　
庖

瘡
二
而
是
迄
村
方
一
同
念
仏
休
居
候
、
最
早
庖
瘡
も
切
今
晩
念
仏
始
メ
致

　
　
候

而
亡
如
何
候
と
相
談
相
懸
候
処
、
村
方
一
同
亡
宣
敷
義
申
、
今
晩
始
候
相

　
　

談
取
極
め
申
候

　
右
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
は
村
方
に
お
け
る
念
仏
も
自
粛
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
日

よ
り
念
仏
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
庖
瘡
の
流
行
が
終
娘
す
る
と
、
息
を
つ
く
暇
も
な

く
村
内
に
は
風
邪
が
流
行
し
だ
し
、
引
き
続
い
て
風
邪
退
散
の
祈
祷
が
は
じ
め
ら
れ

て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
び

　
椎
名
正
之
の
『
君
津
郡
・
木
更
津
市
医
師
会
史
年
表
・
医
家
名
簿
』
日
に
よ
れ
ば
、

明
治
二
年
木
更
津
村
の
選
択
寺
を
仮
種
痘
所
と
し
、
医
師
数
人
を
置
い
て
種
痘
を
実

施
し
た
と
い
う
。
大
谷
村
に
も
近
代
の
比
較
的
早
い
時
期
に
種
痘
が
入
っ
て
き
た
と

考

え
ら
れ
る
が
、
朝
生
家
日
記
に
お
け
る
種
痘
の
初
見
は
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
明
治

一
四

年
五
月
一
九
日
で
あ
る
。

　
　
母

こ
ひ
子
孫
菊
連
、
作
兵
衛
殿
娠
同
道
市
場
町
真
勝
寺
江
庖
瘡
う
ゑ
二
行
、

　

　
二
時
頃
帰
り
、

　
明
治
一
四
年
段
階
で
は
忠
八
が
朝
生
家
当
主
の
座
に
あ
る
の
で
、
忠
八
の
祖
母
も

と
が
忠
八
の
長
女
キ
ク
を
連
れ
て
真
勝
寺
に
赴
い
て
い
る
。
以
降
明
治
二
四
年
に
は

長

男
栄
が
久
留
里
の
学
校
で
種
痘
を
受
け
て
い
る
。

　
朝
生
家
日
記
に
み
る
限
り
様
々
な
病
気
に
対
し
て
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
神
仏
に
祈
っ
た
り
神
楽
を
奉
納
し
た
り
と
、
様
式
は
ほ
ぼ
＝
疋
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
の
み
特
別
な
方
法
に
よ
っ
て
い
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

は

持
明
院
の
「
御
宝
物
」
に
よ
る
た
め
で
あ
る
が
『
大
谷
の
民
俗
』
の
民
間
療
法
に

よ
れ
ば
「
か
ん
の
虫
」
に
は

　
　

お
灸
を
す
え
る
と
よ
い
。
久
留
里
ま
で
お
灸
を
す
え
に
い
っ
た
。

と
あ
り
、
大
谷
地
区
の
人
々
も
持
明
院
の
「
宝
物
」
に
つ
い
て
は
一
切
記
憶
に
な
い

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
明
治
三
年
＝
月
六
日
に
持
明
院
が
全
焼
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
庖
瘡
に
つ
い
て
は
持
明
院
の
加
持
1
1
予
防
以
外
に

罹

病
し
た
場
合
は
庖
瘡
棚
を
設
け
た
り
湯
が
け
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
庖
瘡
は
種

痘

の

普
及
に
よ
り
病
気
そ
の
も
の
が
根
絶
し
た
た
め
加
持
祈
祷
も
ま
た
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
。

お

わ
り
に

　
近
世
大
谷
村

に
お
け
る
雨
乞
（
日
乞
）
は
久
留
里
藩
主
の
祈
祷
と
村
民
が
自
主
的

に
行
う
祈
祷
と
が
あ
っ
た
。
秋
山
氏
が
分
析
さ
れ
た
川
越
地
方
に
お
い
て
は
領
主
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
09

配
の

違
い
を
乗
り
越
え
て
雨
乞
の
代
参
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
久
留
里
藩
領
　
1
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下
で

は
そ
の
よ
う
な
動
き
は
み
ら
れ
ず
雨
乞
祈
祷
そ
の
も
の
も
村
々
が
独
自
に
行
っ

て

い

る
状
態
で
、
村
々
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
例
は
近
代
に
至
っ
て
か
ら
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
と
て
組
織
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
近
世
大
谷
村
及
び

そ
の
周
辺
村
落
の
雨
乞
は
村
側
が
独
自
に
行
っ
て
い
た
と
い
っ

て

も
、
そ
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
藩
主
の
雨
乞
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
藩
主
の
雨
乞
に

対

し
て
村
民
は
藩
主
の
祈
祷
所
に
参
拝
を
し
た
り
、
神
楽
を
奉
納
す
る
な
ど
何
ら
か

の

形
で
参
加
し
て
い
る
。

　
雨
乞
祈
祷

と
領
主
・
農
民
の
関
係
、
特
に
領
主
側
の
意
図
、
及
び
こ
れ
を
受
け
と

め

時
と
し
て
利
用
す
る
農
民
側
の
動
き
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
も
深
化
す
る
で
あ
ろ

う
が
、
領
主
が
雨
乞
を
実
施
す
る
基
本
は
藩
収
入
の
確
保
で
あ
り
、
領
民
の
生
命
の

維

持
1
1
納
税
者
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
領
主
・
農
民
の
雨
乞
を
越

え
て
考
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
信
仰
ま
た
は
「
信
じ
る
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
。

特

に
虫
加
持
・
庖
瘡
加
持
を
は
じ
め
と
す
る
病
気
の
平
癒
退
散
祈
祷
に
つ
い
て
は
な

お

さ
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
歴
史
の
分
野
に
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
で
は
あ
る

か

も
し
れ
な
い
が
、
雨
乞
に
し
ろ
病
気
の
平
癒
祈
祷
に
し
ろ
そ
の
根
底
は
領
主
も
領

民

も
祈
祷
を
信
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
て
を
託
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
単
に
形
骸

化

し
た
儀
礼
娯
楽
と
し
て
の
神
事
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
事
象

を
全
て
当
時
の
感
覚
に
立
ち
返
っ
て
見
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
無

意
味
な
場
合
も
あ
る
が
祈
祷
や
信
仰
な
ど
を
考
え
る
と
き
は
あ
る
程
度
こ
の
こ
と
を

考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
虫
封
じ
」
が
今
な
お
行
わ
れ
て
い
る
の
も
「
疽
」

と
い
う
得
体
の
知
れ
ぬ
も
の
が
引
き
起
こ
す
小
児
の
病
気
の
特
効
薬
1
1
恐
ら
く
多
く

の
要

因
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
だ
ろ
う
か
ら
特
効
薬
な
ど
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
医

学
で

い

う
疽
と
、
一
般
人
が
考
え
て
い
る
疽
と
の
間
に
は
大
き
な
開
き
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
‖
が
作
ら
れ
な
い
た
め
、
儀
礼
と
「
信
じ
る
」
を
兼
ね
て
虫
封
じ
に
行
く

の

で
あ
ろ
う
。

「

朝
生
家
日
記
」
の
雨
乞
関
係
記
事
の
中
で
注
目
す
べ
き
一
つ
は
近
代
に
至
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
雨
乞
祈
祷
の
契
機
と
な
っ
た
領
主
の
存
在
が
な

く
な
っ
た
近
代
に
お
い
て
、
村
側
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
で
あ
る
。
明
治
六

年
箕
輪
村
と
青
柳
村
合
同
の
雨
乞
を
見
る
と
基
本
的
に
は
天
皇
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し

て

い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
表
現
方
法
と
し
て
日
章
旗
を
押
し
立
て
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
朝
生
家
日
記
」
の
他
の
記
事
を
も
分
析
し

て

み
た
い
。

　
各
種
の
祈
祷
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
も
の
が
神
楽
で
あ
る
。
大
谷
村

の

神
楽
は
伊
勢
系
の
神
楽
の
よ
う
で
あ
る
が
全
て
の
神
事
・
祈
祷
に
関
っ
て
い
る
と

い

っ

て

よ
い
。
神
楽
は
若
者
組
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
た
め
、
多
く
の
村
民
男
子
が

神
楽
を
演
ず
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
但
し
日
記
か
ら
は
村
内
男
子
全
員
が

自
動
的
に
若
者
組
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
一
定
の
資
格
・
家
の
者
だ
け
が
入
る

の

か

は
不
明
で
あ
る
。

　
神
事
・
祈
祷
に
際
し
て
は
神
楽
や
様
々
な
行
事
が
伴
う
が
、
神
楽
を
中
心
と
し
た

諸
行
事
に
は
時
代
の
先
端
を
行
く
も
の
、
流
行
が
常
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
特

に
明
治
六
年
の
雨
乞
は
そ
れ
が
著
し
か
っ
た
。
し
か
し
一
度
取
り
入
れ
た
も
の
が
暫

く
の
間
は
継
続
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
雨
乞
な
ど
を

含
め
た
行
為
自
体
は
伝
統
行
事
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
伴

う
奉
納
芸
（
適
切
な
言
葉
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
は
単
純
に
伝
統
芸
能
と
し

110
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て

位
置
付
け
る
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

　
大

谷
村
に
お
け
る
雨
乞
自
体
本
論
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
『
大
谷
村
の
民
俗
』

に
よ
る
と
雨
乞
は
終
戦
前
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
、
行
事
の
具
体
的
内
容
を
記
し

て

い

る
。
そ
の
要
点
を
次
に
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

　

〇
八
坂
神
社
に
あ
る
一
対
の
ア
マ
イ
ヌ
を
昼
か
ら
夜
に
か
け
て
若
い
衆
が
担
ぎ
、

　
　
村
中
を
ま
わ
り
、
御
腹
川
へ
担
い
で
行
き
水
に
浸
し
た
。

　

○
ア
マ
イ
ヌ
だ
け
で
な
く
寺
の
釣
鐘
も
担
ぎ
川
に
浸
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
○

高
宕
山
山
頂
に
直
径
ニ
メ
ー
ト
ル
程
の
タ
ラ
イ
が
あ
り
、
こ
の
中
の
水
は
日
照

　
　
り
が
続
い
て
も
一
向
に
洞
れ
な
い
。
こ
こ
に
水
を
貰
い
に
行
き
神
社
に
供
え
田

　
　

に
流
し
た
。
久
留
里
城
の
井
戸
水
を
汲
み
に
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
祈
祷
通
り

　
　
雨

が
降
る
と
竹
筒
に
倍
の
水
を
返
し
た
。

　
以

上
の

よ
う
に
前
掲
書
に
よ
る
大
谷
村
に
お
け
る
雨
乞
の
内
容
は
本
稿
で
紹
介
し

た
も
の
も
は
ま
た
異
っ
て
お
り
、
雨
乞
が
消
滅
す
る
間
際
ま
で
新
し
い
も
の
、
従
来

と
は
異
っ
た
も
の
を
取
り
入
れ
続
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
娯
楽
の

少
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
神
事
な
ど
の
行
事
は
村
に
と
っ
て
最
大
の
娯
楽
で
あ
り
、

行
事
を
行
う
方
も
見
る
方
も
よ
り
一
層
行
事
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
む
た
め
に
新
し
い

も
の
、
他
所
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
神
事
等
の
奉
納
芸
は
地
域
や
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
伝
統
芸
能
と
し
て
注
目
さ
れ

保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
所
謂
伝
統
芸
能
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
こ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
へ

た
芸
能
の
一
つ
に
黒
川
能
が
あ
る
。
山
本
笑
月
の
『
明
治
世
相
百
話
』
に
よ
れ
ば
、

明
治
四
二
～
三
年
頃
能
楽
会
に
招
か
れ
て
黒
川
能
の
一
行
が
上
京
し
、
笑
月
は
神
田

の

錦
輝
館
で
こ
れ
を
見
る
が
そ
の
批
評
は
辛
辣
極
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

　
権
藤
芳
一
に
よ
れ
ば
、
近
代
国
家
は
日
本
の
芸
能
を
「
国
家
二
益
ナ
キ
遊
芸
」

と
い
う
見
方
を
取
っ
た
が
、
能
楽
だ
け
は
特
別
な
扱
い
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
れ
は

久
米
邦
武
や
西
岡
癒
明
ら
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
家
的
援
助
は
得
ら

れ

ず
一
部
の
華
族
の
力
に
依
っ
て
い
た
。

　
右
の
よ
う
な
延
長
線
上
に
能
楽
会
の
黒
川
能
上
演
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
東
京
人
は
黒
川
能
を
民
間
に
受
け
継
が
れ
た
芸
能
と
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、

あ
く
ま
で
も
プ
ロ
と
の
比
較
で
み
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
所
謂
伝
統
芸
能
と
し
て
の

視
点
を
い
ま
だ
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
各
地
に
伝
わ
る
行
事
や
奉
納
芸
が
い
つ
頃
か
ら
文
化
財
的
意
識
を
も
っ
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
奉
納
芸
な
ど

が
文
化
財
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
こ
に
新
し
い
も
の
や
従
来

と
異
っ
た
も
の
を
導
入
す
る
こ
と
を
、
演
ず
る
方
も
見
る
方
も
拒
否
す
る
よ
う
に
な

っ

て

き
て
い
る
。
し
か
も
見
る
側
の
者
は
時
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
る
奉
納
芸
や
行

事
が
古
来
よ
り
そ
の
ま
ま
引
き
続
い
て
い
る
と
誤
解
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

し
か
し
近
年
伝
統
芸
能
に
も
再
び
新
し
い
要
素
を
取
り
入
れ
る
動
き
も
み
え
て
い

る
。
小
林
忠
雄
に
よ
れ
ば
広
島
県
山
県
郡
千
代
田
町
の
祭
礼
の
奉
納
神
楽
は
「
ス
ー

パ

ー
神
楽
」
と
銘
打
ち
、
伝
統
的
民
俗
芸
能
に
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
加
え
て
ア
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
ハ
び

ジ
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
原
因
は
こ
の
地
方
で
神
楽
競
演
大
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て

い

る
こ
と
、
神
楽
が
落
成
式
や
結
婚
披
露
宴
に
招
か
れ
花
代
を
得
る
機
会
が
増
え

た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
地
元
で
は
賛
否
両
論
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
る
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
今
後
は
変
質
す
る
も
の
と
、
一
定
の
型
を
守
り
ぬ
く
も
の
と
に
二
分
し
て
い
く
の
　
ー
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で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は

初
め

に
意
図
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
散
慢
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
朝
生
家
日
記
」
の
記
述
内
容
が
豊
富
で
あ
る
た
め
記
事
に
振

り
回
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
、
そ
れ
は
筆
者
自
身
が
問
題
関
心
を
き
ち
ん
と
整

理
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

　
ま
た
本
稿
は
民
俗
学
の
分
野
と
抵
触
す
る
部
分
が
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

筆
者
自
身
民
俗
学
に
対
す
る
知
識
を
ほ
と
ん
ど
有
し
て
い
な
い
た
め
、
用
語
の
使
い

方
や
解
釈
に
大
き
な
誤
り
が
あ
る
と
思
う
。
本
稿
の
表
題
自
体
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

（1
5
）
注
（
1
2
）
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　　　Ritual　Ceremonies　in　Oyatu　Village，　Mouda　County，　Kazusa　Province

－ Focusing　on　PerfOrming　fbr　Rain　and　Prevention　Insects　and　Smallpox一

YAMAMOTO　Mitsumasa

　　This　paper　is　part　of　an　attempt　to　describe　the　daily　life　in　a　village（Oyatu　V川age，　Mouda

County　in　Kazusa　Province　and　a　part　of　the　domain　of　Kururi　han　of　Tokugawa　establishment）

from　the　last　decades　of　Tokugawa　into　Meiji　Period．　The　emphasis　here　is　on　the　ritual　behavior

and　incantations　to　which　the　inhabitants　had　resort　when　they　had　no　control・to　danngers　like

natural　disasters　and　epidemics．

　　As　examples　of　such　behavior，　the　present　paper　discusses　performing　for　rain，　and　getting　rid

of　the　worms　which　were　thought　to　be　in　child－bodies　and　cause　convulsions，　and　of　smallpox．

　　Records　exist　for　each　of　these　phenomena，　and　through　them，　we　can　generaUy　see　that　the　do－

main　lord　firstly　prayed　for　rain，　and　after　that，　the　villagers　acted　a　rain－making　ceremony　as

like　as　in　the　neighboring　villages．　The　ceremony　included　a　Kagura（a　kind　of　dance　mimicking

lions）done　by　members　of　Young　Men’s　Association（Wakamonogumi），　and　worships　to　local

shrines　and　temples、

　　In　Meiji　Period，　needing　a　new　focus　to　replace　the　domain　lord，　the　villagers　regarded　the　flag

of　Rising　Sun（Hinomaru）as　a　symbol　of　their　unity．　And　following　this　change，　by　adding　new

subjects　derived　from　legends，　the　Kagura　was　greatly　altered，　as　were　the　other　ceremonies：some

time，　similar　tendencies　can　be　found　in　Tokugawa　period，　but　not　nearly　to　the　extent．　And　it

would　be　adequate　to　think　that　the　movements　intended　to　appropriate　to　the　modernized　Japan

and　also　to　make　them　more　entertaining．

　　Spells　against　worms　and　smallpox　were　performed　at　one　of　the　temples　and　were　so　highly　re－

garded　that　people　from　elsewhere　would　also　attended．　However，　when　smallpox　really　prevailed

in　the　vmage，　these　temple　ceremonies　were　not　done，　but　the　Kagura　and　special　incantations

were　adopted．

　　It　can　be　seen　through　Meiji　Period，　whenever　they　wished　to　avert　natural　disasters　or　sick－

ness，　the　Kagura　continuously　took　place　as　a　central　role　in　the　rituals，　although　the　characteris－

tics　had　significantly　changed．

　　In　these　facts，　the　Kagura　should　be　recognized　to　function　as　a　role　in　lasting　the　traditional　so－

cial　system　of　the　village，　and　could　supply　important　views　to　study　village　rituals．
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